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花輪ばやしと毛馬内盆踊り

ライブで共演
　８月 19 日に、花輪ばやしと毛馬内盆踊
りを一緒に堪能できる一夜限りのプレミア
ムな映像が、動画サイト「YouTube」を
使用してライブ配信されました。
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k a z u n o  n e w s

　
８
月
12
日
、
花
輪
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
、
非
接
触
ミ
ラ
ー
型
皮

膚
温
度
計
14
台
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
非
接
触
ミ
ラ
ー
型
皮
膚
温
度
計

は
、
鏡
に
顔
を
映
す
だ
け
で
体
温

を
測
定
で
き
、
規
定
以
上
の
体
温

の
場
合
は
、
赤
字
で
警
告
が
表
示

さ
れ
ま
す
。

　
竹
田
会
長
は
、「
子
ど
も
た
ち
が

面
白
が
っ
て
使
っ
て
く
れ
る
の
で

は
。
こ
れ
を
利
用
し
、
安
心
し
て

祖
父
母
に
会
え
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
や
市
民

セ
ン
タ
ー
な
ど
、
子
ど
も
が
利
用
す

る
施
設
に
設
置
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
、
花
輪
ね
ぷ
た
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
旭
町
・

谷
地
田
町
・
大
町
の
若
者
会
が
そ

れ
ぞ
れ
町
内
に
武
者
絵
を
描
き
展

示
し
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
旭
町
で
は
、
本
番

さ
な
が
ら
の
サ
イ
ズ
で
、
文
化
の

杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ
こ
も
れ
び
広

場
に
絵
を
吊
る
し
ま
し
た
。

　

武
者
絵
を
描
い
た
の
は
、
五

日
市
さ
ん
で
す
。
五
日
市
さ
ん

は
、
今
年
で
若
者
会
の
卒
業
に
加

え
、
最
前
線
で
の
祭
り
の
参
加
は

最
後
に
な
る
こ
と
か
ら
、
後
輩
た

ち
に
絵
を
教
え
る
場
を
設
け
よ
う

と
、
武
者
絵
の
作
成
を
決
意
し
ま

し
た
。
題
材
は「
悪あ
く
げ
ん
た
よ
し
ひ
ら

源
太
義
平
」で
、

源み
な
も
と
の
よ
し
ひ
ら

義
平
が
自
分
を
処
刑
し
た
平

家
の
武
士
に
怨
霊
と
な
っ
て
襲
い

か
か
る
場
面
が
描
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
谷
地
田
町
の
若
者
会

は
、
交
流
（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
プ
ラ
ザ
前

に
、ア
ニ
メ「
鬼
滅
の
刃
」を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
武
者
絵
を
、
大
町
の
若

者
会
は
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
「
ピ
コ

ハ
ウ
ス
」
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
を
願
い
「
ア
マ
ビ

エ
」
が
描
か
れ
た
灯
ろ
う
を
展
示

し
ま
し
た
。

　

８
月
５
日
、
明
治
安
田
生
命

保
険
相
互
会
社
よ
り
、
寄
附
金

42
万
６
４
０
０
円
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。　

　

同
社
で
は
、
社
会
貢
献
の
取

り
組
み
で
あ
る
「
地
元
の
元
気
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
て
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
り
、
地
域
社
会
に
さ
ま
ざ
な

影
響
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、

従
業
員
が
縁
の
あ
る
地
域
に
任
意

で
募
金
す
る
「
私
の
地
元
応
援
募

金
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
鹿
角
営
業
所
の
佐
久
間
所
長
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

一
夜
限
り
の
プ
レ
ミ
ア
ム
な
共
演

非
接
触
ミ
ラ
ー
型
皮
膚

温
度
計
の
贈
呈

明
治
安
田
生
命

 「
私
の
地
元
応
援
募
金
」

まちの話題

武
者
絵
が
ま
ち
を
彩
る

　

8
月
3
日
、
八
幡
平
小
学
校
の

3
年
生
30
人
が
松
館
し
ぼ
り
大
根

の
種
ま
き
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
ふ
る
さ
と
教
育
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
、
生
産
者
の
戸
舘

忠
さ
ん
の
協
力
の
得
て
、
収
穫
ま

で
の
作
業
を
体
験
す
る
も
の
で
す
。

　

児
童
ら
は
、
戸
舘
さ
ん
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
慣
れ
な
い
作
業

に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
一
粒
一
粒
丁

寧
に
種
を
ま
い
て
い
ま
し
た
。

　

松
館
し
ぼ
り
大
根
は
、
同
地
区

で
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
る
大

根
で
、
独
特
の
風
味
と
強
い
辛
み

が
特
長
で
す
。
農
林
水
産
省
の「
地

理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度
」

に
本
市
で
初
め
て
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

松
館
し
ぼ
り
大
根

小
学
生
が
種
ま
き
体
験

広
報
か
づ
の
「
ま
ち
の

話
題
」
掲
載
写
真
は
無

料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
写
真
は
、
無
料
で
提
供
し
て

い
ま
す
。
写
真
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。（
著
作
権
な
ど
の
関
係
で
提

供
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

問
政
策
企
画
課 

政
策
推
進
班

　
☎
30
‐
０
２
０
５

※掲載している 4 枚の写真は、八幡平中学校の
生徒がインターンシップの際に撮影したもので
す。

　
8
月
19
日
、「
花
輪
ば
や
し
」
と

「
毛
馬
内
盆
踊
り
」
の
ラ
イ
ブ
配
信

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
祭

り
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
伝

統
を
受
け
継
ぎ
、
関
わ
る
す
べ
て

の
方
々
の
熱
い
想
い
が
途
切
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
同
日
の
ラ
イ
ブ

配
信
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
無
観
客
で
の
開
催
と
な

り
、
毛
馬
内
盆
踊
り
の
「
呼
び
太

鼓
」
か
ら
始
ま
り
、「
大
の
坂
」
や

「
甚
句
」
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、花
輪
ば
や
し
の「
二
本
滝
」

や
「
矢
車
」、「
本
ば
や
し
」
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

撮
影
現
場
は
、
太
鼓
や
踊
り
を

行
う
方
々
の
熱
気
に
包
ま
れ
、
本

番
さ
な
が
ら
の
雰
囲
気
が
存
分
に

感
じ
ら
れ
る
空
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
花
輪
ば
や
し
の
豪
華
絢

爛
な
屋
台
を
背
景
に
、
毛
馬
内
盆

踊
り
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
、
２
つ

の
祭
り
が
共
演
し
た
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
特
別
な
映
像
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
は
、
花
輪
ば
や
し
に
伝

わ
る
手
締
め
の
儀
式
「
サ
ン
サ
」

が
行
わ
れ
、
い
つ
も
と
は
違
う
鹿

角
の
熱
い
夏
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。



　
近
年
、
台
風
や
豪
雨
、
地
震
、
火
山
な
ど
、

　
近
年
、
台
風
や
豪
雨
、
地
震
、
火
山
な
ど
、

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
し
て
も
お
か
し

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
し
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
で
す
。

く
な
い
状
況
で
す
。

　
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
熊
本
県
を
中
心

　
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
熊
本
県
を
中
心

と
し
た
九
州
で
の
豪
雨
が
発
生
し
、
本
市

と
し
た
九
州
で
の
豪
雨
が
発
生
し
、
本
市

に
お
い
て
も
、

に
お
い
て
も
、
77
月月
1111
日
か
ら

日
か
ら
1212
日
ま
で

日
ま
で

大
雨
と
な
り
、
大
雨
警
報
と
土
砂
災
害
警

大
雨
と
な
り
、
大
雨
警
報
と
土
砂
災
害
警

戒
情
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
河

戒
情
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
河

川
水
位
が
上
昇
し
た
こ
と
か
ら
、
市
内

川
水
位
が
上
昇
し
た
こ
と
か
ら
、
市
内
99

カ
所
の
避
難
所
を
開
設
し
て
、
大
湯
川
と

カ
所
の
避
難
所
を
開
設
し
て
、
大
湯
川
と

米
代
川
流
域
の
各
地
区
の
世
帯
へ
警
戒
レ

米
代
川
流
域
の
各
地
区
の
世
帯
へ
警
戒
レ

ベ
ル
ベ
ル
33
「
避
難
準
備
、
高
齢
者
等
避
難
開

「
避
難
準
備
、
高
齢
者
等
避
難
開

始
」
を
発
令
し
警
戒
対
応
に
当
た
り
ま
し

始
」
を
発
令
し
警
戒
対
応
に
当
た
り
ま
し

た
。
人
的
被
害
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

た
。
人
的
被
害
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
農
地
や
道
路
な
ど
各
所
に
被
害
を
受

が
、
農
地
や
道
路
な
ど
各
所
に
被
害
を
受

け
、
あ
ら
た
め
て
日
ご
ろ
の
災
害
に
対
す

け
、
あ
ら
た
め
て
日
ご
ろ
の
災
害
に
対
す

る
備
え
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識

る
備
え
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　
避
難
情
報
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
国

　
避
難
情
報
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
国

の
「
避
難
勧
告
等
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の

の
「
避
難
勧
告
等
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の

見
直
し
に
よ
る
、「
警
戒
レ
ベ
ル
」
に
従
っ

見
直
し
に
よ
る
、「
警
戒
レ
ベ
ル
」
に
従
っ

て
発
令
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
新

て
発
令
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
リ
ス

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
リ
ス

ク
と
災
害
の
両
方
か
ら
身
を
守
る
た
め
、

ク
と
災
害
の
両
方
か
ら
身
を
守
る
た
め
、

災
害
発
生
時
に
は
、
で
き
る
だ
け
「
密
閉
・

災
害
発
生
時
に
は
、
で
き
る
だ
け
「
密
閉
・

密
集
・
密
接
」
を
避
け
て
安
全
な
場
所
に

密
集
・
密
接
」
を
避
け
て
安
全
な
場
所
に

避
難
す
る
こ
と
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

避
難
す
る
こ
と
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
早
い

　
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
早
い

段
階
で
警
戒
レ
ベ
ル
に
よ
る
避
難
情
報
を

段
階
で
警
戒
レ
ベ
ル
に
よ
る
避
難
情
報
を

発
令
し
ま
す
の
で
、
ご
自
身
や
ご
家
族
の

発
令
し
ま
す
の
で
、
ご
自
身
や
ご
家
族
の

命
を
守
る
た
め
、
災
害
時
に
お
け
る
情
報

命
を
守
る
た
め
、
災
害
時
に
お
け
る
情
報

収
集
や
感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
た
避
難
方

収
集
や
感
染
症
対
策
を
踏
ま
え
た
避
難
方

法
な
ど
、
い
ま
一
度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

法
な
ど
、
い
ま
一
度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

災害から身を守るために災害から身を守るために
～ 9 月は防災月間です～～ 9 月は防災月間です～

問問 総務課 危機管理室 ☎ 30-0299 総務課 危機管理室 ☎ 30-0299

　平成 27 年 12 月に全戸配付した「鹿角市防災マップ」には各災害の基本的な情
報に加え、災害種別ごとの指定避難所や地域ごとの土砂災害危険区域、浸水想定
範囲などの情報をまとめており、災害時の持ち出し品やご自宅での防災対策など
も記載していますので、ご確認ください。また、災害時には、「鹿角市メール配信
サービス（登録制）」や「鹿角きりたんぽＦＭ」を活用して災害情報を発信しますが、
秋田県や気象庁のホームページ、ＮＨＫデータ放送などの情報も活用し、より安全
に避難を行うため、ご自身でも正確な災害情報の収集に努めてください。

鹿角市防災ラジオ
　市では、鹿角きりたんぽ FM（79.1MHz）　市では、鹿角きりたんぽ FM（79.1MHz）
に依頼し、緊急放送を発信します。に依頼し、緊急放送を発信します。
　通常のラジオ放送を受信しながら、緊急放送を自動的　通常のラジオ放送を受信しながら、緊急放送を自動的
に受信する機能を持つ「防災ラジオ」を有償（3,500 円）に受信する機能を持つ「防災ラジオ」を有償（3,500 円）
で貸し出しています。で貸し出しています。
※５年以上の利用で返却の必要がなくなります。※５年以上の利用で返却の必要がなくなります。

鹿角市メール配信サービス

e-kazuno@xpressmail.jpe-kazuno@xpressmail.jp
　上記アドレスに空メールを送信すると登録用のメー　上記アドレスに空メールを送信すると登録用のメー
ルが返信されます。画面に従い入力することで登録すルが返信されます。画面に従い入力することで登録す
ることができます。ることができます。
※防災情報のほか、設定により市のさまざまな情報を受信できます。※防災情報のほか、設定により市のさまざまな情報を受信できます。

　災害時には正確な情報の収集に努め、雨の降り方や
浸水の状況に注意し、危険や不安を感じたら、早めに
避難しましょう。
　また、新型コロナウイルスなど感染症対策として、
指定した避難所以外に、安全な場所に住んでいて身を
寄せられる親戚や知人宅がある場合は、そちらに避難
することも有効な手段の一つとなります。
　避難の際は、※非常持出品のほか、感染症対策とし

てマスクや体温計、消毒液、ウェットティッシュなど
を持参してください。
　屋外への移動が危険で、浸水などによる建物倒壊
危険が無いと判断される場合には、自宅や近くの建物
の 2 階以上へ緊急的に一時避難（垂直避難）し、救
助を待つことも検討してください。
※ 非常持出品…ラジオ、携帯電話（充電器含む）、救

急医療品、貴重品、懐中電灯、非常食品など

警戒レベル３で高齢者は避難、警戒レベル４で全員避難
　警戒レベルは、水害や土
砂災害に備えて市民がとる
べき行動を５段階にレベル
分けしたものです。発令さ
れた警戒レベルにより、と
るべき行動を適切に判断し
て、避難行動を開始しましょ
う。

大雨災害時に開設する第１避難所を
「錦木地区市民センター」から「十和田市民センター」に変更

　秋田県が行った千年に一度の降雨（24 時間雨量が 254 ｍｍ）を想定した浸水
想定区域の見直しにより、「錦木地区市民センター」は大湯川が氾濫した場合に、
浸水想定区域に含まれることとなりました。現在「洪水ハザードマップ」を作成中
です。完成次第、全戸に配布します。　

※ 地震や火山など他の災害時は、これまで同様に錦木
地区市民センターを第 1 避難所として活用します。

※ 自力での避難が困難な方は、より早めの行動と支援
が必要です。いざという時に誰が支援するか、家族
や地域の方々に相談しておきましょう。

情報を収集しよう

避難する際に注意しよう

警戒レベルを付した避難情報を発令します

地区の避難所（避難場所）を確認しよう

1 八幡平中学校 八幡平字諸田 4-1
2 八幡平小学校 八幡平字長嶺川原 1
3 湯瀬体育館 八幡平字湯瀬一羽根 45-2

【八幡平地区】

1 大湯小学校 十和田大湯字権現堂 15-1
2 大湯温泉総合振興プラザ 十和田大湯字中田 23-3
3 旧草木小学校 十和田草木字大畑 70
4 十和田高校 十和田毛馬内字下寄熊 12
5 十和田中学校 十和田毛馬内字上土ヶ久保 22-1
6 十和田小学校 十和田毛馬内字上新田 1-1
7 旧末広小学校 十和田末広字不動平 4-1
8 毛馬内保育園（新規） 十和田毛馬内字下小路 67

1 尾去沢中学校 尾去沢字上山 239
2 尾去沢小学校 尾去沢字上山 201-1
3 旧尾去沢デイサービスセンター 尾去沢字軽井沢 47-9

1 平元小学校 花輪字源田平 6-1
2 旧花輪第二中学校 花輪字高市向 35
3 下川原地域活動センター 花輪字下川原 35-4
4 花輪北小学校 花輪字新川端 20
5 山村開発センター 花輪字荒田 4-1
6 記念スポーツセンター 花輪字荒田 4-1
7 鹿角アメニティパーク 花輪字小坂 8-1
8 花輪中学校 花輪字陳場 125
9 花輪小学校 花輪字中花輪 88
10 福祉プラザ 花輪字上中島 93
11 鹿角トレーニングセンターアルパス 花輪字百合沢 81-1
12 花輪高校 花輪字明堂長根 12

レベル 避難行動など 災害状況

5 命を守る最善の行動 すでに災害発生

44 全員避難全員避難 避難指示避難指示
避難勧告避難勧告

3 高齢者などは避難 避難準備
高齢者など避難開始

2 避難行動の確認 大雨・洪水注意報

1 心構えを高める 早期注意情報

第２避難所

【十和田地区】

【花輪地区】

【尾去沢地区】

①動きやすく安全な服装で
　ヘルメットや防災頭巾など
で頭を保護し、靴はひもで締
められる運動靴をはきましょう。
サンダルや長靴は厳禁です。
②足元に注意を
　水面下には、マンホールや
側溝などの危険な場所が隠れ
ています。長い棒をつえ代わ
りにして、確認しながら歩きま
しょう。
③歩ける深さ
　大人で 50㎝以上、子ども（小
学校 5・6 年生）で 20㎝以上
になると歩行が困難になり、さ
らに流速が早いほど危険度は
増します。膝の高さで流れが
速い場合は、高所で救助を待
ちましょう。

避難の際は、こんなこと
にも注意してください！

その他の情報サイト

鹿角市ホームページ　秋田県防災
　　　　　　　　　　ポータルサイト

国土交通省　　　　　気象庁
【川の防災情報】

地区 指定避難所 所在地

花輪

文化の杜交流館コモッセ（▲）花輪字八正寺 13
柴平地域活動センター 花輪字八幡平 12-1
交流センター 花輪字荒田 1-1
交流（MIT）プラザ（■） 花輪字上花輪 128-1
福祉保健センター（■） 花輪字下花輪 50

十和田
大湯地区市民センター 十和田大湯字権現堂 22-1
十和田市民センター 十和田毛馬内字城ノ下 7-5
錦木地区市民センター（▲） 十和田錦木字浜田 91-1

尾去沢 尾去沢市民センター 尾去沢字軽井沢 46-5

八幡平 八幡平市民センター（▲） 八幡平字小豆沢碇 114
谷内地区市民センター 八幡平字仲の沖 100

第 1 避難所

（▲）：大雨災害時では他の第 1 避難所が優先（▲）：大雨災害時では他の第 1 避難所が優先
（■）：地震災害などの場合は他の第１避難所が優先（■）：地震災害などの場合は他の第１避難所が優先

変 更 前 変 更 後

錦木地区市民センター 十和田市民センター ※避難スペースが不足する場合は、毛馬内保育園を第
　2避難所として随時開設します。
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国
勢
調
査

国
勢
調
査
は
日
本
に
住
む

す
べて
の
人
お
よ
び
世
帯
が
対
象

日
本
の
今
を
知
り
、

未
来
を
つ
く
る
た
め
の

重
要
な
調
査

国
勢
調
査
は
回
答
の

義
務
が
あ
り
ま
す

個
人
情
報
は

厳
格
に

保
護
さ
れ
ま
す

国
勢
調
査
員
が
持

ち
歩
い
て
い
る
も
の

紙
の
調
査
票
は
、
郵

送
提
出
か
調
査
員
に

よ
る
直
接
回
収

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
で

回
答
が
可
能
で
す

令
和
２
年
で
百
年
の
節
目
５
年
に
一
度
の
日
本
最
大
級

の
統
計
調
査
で
す
。

総務省統計局・秋田県・鹿角市

問 政策企画課 政策推進班
　 ☎ 30-0205 

　

今
回
の
国
勢
調
査
は
、
２
０
２
０

年
（
令
和
２
年
）
10
月
１
日
現
在
、

日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人

お
よ
び
世
帯
が
対
象
で
す
。

　

調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪

問
し
、
調
査
書
類
を
お
配
り
し
ま

す
。回
答
方
法
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
調
査
票(

紙)

の
２
種
類
か

ら
選
択
で
き
ま
す
。
24
時
間
い
つ

で
も
簡
単
に
３
ス
テ
ッ
プ
（
①
ア

ク
セ
ス 

②
ロ
グ
イ
ン 

③
回
答
）

で
回
答
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
答
が
お
す
す
め
で
す
。
紙
の
調

査
票
は
郵
送
も
可
能
で
す
。

◆
国
勢
調
査
は
、
日
本
の
人
口

や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
統
計
法
（
平
成
19
年

法
律
第
53
号
）
に
基
づ
き
実
施

す
る
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調

査
の
一
つ
で
す
。
大
正
９
年
か

ら
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
今
回

が
21
回
目
に
あ
た
り
ま
す
。

◆
調
査
結
果
は
、
少
子
高
齢
化

や
防
災
対
策
、
地
域
創
生
な
ど

の
重
要
課
題
に
対
す
る
施
策
に

活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
民

全
員
の
共
有
の
財
産
と
し
て
、

広
く
一
般
の
方
に
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
で
国
の
最
も

重
要
な
統
計
調
査
（
基
幹
統
計
調
査
）

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
調
査
に
回
答

す
る
義
務
（
報
告
義
務
）
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
国
勢
調
査

に
従
事
す
る
者
は
、
非
常
勤
の
国
家
公

務
員
で
、
統
計
法
に
よ
っ
て
、
個
人
情

報
を
保
護
す
る
た
め
の
厳
格
な
守
秘
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
調
査
票
の
記

入
内
容
は
厳
重
に
守
ら
れ
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
い
た
だ
い
た
情
報

は
、
厳
重
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
で
保
護
さ

れ
ま
す
の
で
安
心
・
安
全
で
す
。

　

調
査
票
に
記
入
し
、
自
分

で
郵
送
回
答
す
る
か
、
ま
た

は
、
調
査
員
が
調
査
票
を
回

収
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
回
答
し
た
場
合
は
、
紙

の
調
査
票
の
提
出
は
不
要
で

す
。

　

ご
自
宅
に
あ
る
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
も
調
査
に
回
答

す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
期
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
期
限

内
の
回
答
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ス
マ
ホ
だ
と
、

　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

　
　
　
　
　
　
簡
単
に
。

9月14日㊊～10月7日㊌

10月1日㊍～7日㊌

インターネット回答期間

紙の調査票回答期間

新型コロナウイルス感染症対策
　調査書類の配布にあたって、９月中旬から、調査
員がみなさんのお宅を訪問し、調査の趣旨などの説
明や調査書類をお渡しする際は、調査員はマスクの
着用や手指の消毒をして、一定の距離を保ち、新型
コロナウイルス感染予防に配慮して行います。

国勢調査の腕章を
着用しています。

世帯の代表者のお名前と、世
帯の男女別の人数を教えてく
ださい。

　漏れや重複が無く調査を行うために
下記のようにおたずねし、調査票の記
入をお願いします。

調査員証を携帯してい
ます。

調査員用手提げ袋を
持参して
います。

第 953 号　　　　2020 年（令和 2 年）9 月 1 日（火曜日）
※ 1920 年（大正 9 年）に初めて国勢調査が実施されたことを
　踏まえ、紙面を大正当時の新聞をイメージして作成しています。広 　 報 　 か 　 づ 　 の 　 国 　 勢 　 調 　 査 　 特 　 別 　 新 　 聞

調
査
を
装
っ
た
か
た
り
調
査
に
注
意

◆
国
勢
調
査
で
は
、
金
銭
を
要
求

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
銀
行
口
座
の
暗
証
番
号
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
な
ど
を
お

聞
き
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
不
審
な
訪
問
者
や
電
話
、
メ
ー

ル
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
不
審

に
思
っ
た
際
に
は
、
回
答
せ
ず
、
速

や
か
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
調
査
員
は
、
そ
の
身
分
を
証
明
す

る
「
国
勢
調
査
員
証
」
を
携
帯
し
て

い
ま
す
。
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市
で
は
、「
第
６
次
鹿
角
市
総
合
計

画
」
に
お
い
て
、「
笑
顔
が
つ
な
が
り

活
力
を
生
む
ま
ち
・
鹿
角
」
を
将
来

都
市
像
と
し
て
定
め
、
そ
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
市
が
導
入

し
て
い
る
行
政
評
価
制
度
の
外
部
評

価
と
し
て
、
施
策
の
効
果
と
需
要
を

調
査
・
把
握
す
る
ほ
か
、
市
民
の
意

識
や
意
見
等
を
集
約
し
、
今
後
の
施

策
推
進
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

満
18
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
市
民

７
０
０
人
の
方
に
配
付
し
、
５
１
３

人
の
方
（
回
収
率
73
・
３
％
）
か
ら

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
詳
細
な
結
果

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
る
ほ
か
、
各
図
書
館
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
。

　

前
年
よ
り
0
・
６
ポ
イ
ン
ト
減
少

し
ま
し
た
。「
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い

る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
が
優

遇
さ
れ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
方
の

割
合
は
59
・
8
％
で
、
前
年
を
3
・

０
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
た
も
の
の
、
地

位
が
平
等
で
な
い
と
い
う
意
識
が
高

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
平
等
で
あ
る
」
と
回
答
し

た
男
女
の
割
合
を
比
較
す
る
と
、
男

性
は
32
・
3
％
、
女
性
は
22
・
8
％

と
、
前
年
よ
り
差
は
縮
小
し
た
も
の

の
、
依
然
と
し
て
、
男
女
間
の
意
識

に
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

前
年
を
2
・
０
ポ
イ
ン
ト
下
回
り

ま
し
た
。
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ

セ
で
芸
術
鑑
賞
を
し
た
割
合
は
69
・

０
％
で
、
昨
年
よ
り
1
・
５
ポ
イ
ン

ト
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鑑
賞

機
会
と
し
て
コ
モ
ッ
セ
が
利
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
モ
ッ
セ
の
文
化
ホ
ー
ル

で
鑑
賞
し
た
人
を
年
代
別
に
み
る
と
、

70
歳
以
上
が
85
・
７
％
と
最
も
多
く
、

　
前
年
よ
り
７・８
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、

特
に
子
育
て
世
代
で
あ
る
30
歳
未
満

の
年
代
に
お
い
て
、
前
年
を
21
・
9

ポ
イ
ン
ト
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
や
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
開
設
に
よ
っ
て
、
妊
娠
か
ら

子
育
て
ま
で
安
心
し
て
支
援
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
や
、
昨
年
10
月
か
ら
保

育
料
の
無
償
化
制
度
に
あ
わ
せ
、
助

成
を
拡
充
し
た
こ
と
に
よ
り
、
満
足

度
が
上
昇
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

次
い
で
40
代
が
72
・
７
％
で
し
た
が
、

引
き
続
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
方

が
芸
術
に
触
れ
、
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
プ
ロ
や
市
民
参
加
型
の

公
演
な
ど
を
企
画
し
な
が
ら
、
魅
力

的
な
芸
術
鑑
賞
機
会
を
創
出
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
を
5
・
０
ポ
イ
ン
ト
下
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ど
の
年
代
も
お
お
む
ね
50
％
か
ら

60
％
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
が
、
30

歳
未
満
が
11
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

た
一
方
で
、
60
代
で
は
12
・
6
ポ
イ

ン
ト
減
少
し
て
お
り
、
年
代
に
よ
っ

て
増
減
の
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
一
度
も
利
用
し
な
か
っ
た
理

由
と
し
て
、「
用
事
が
な
い
」「
興
味

の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
が
な
い
」
と
い
う
声

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
足

を
運
ぶ
機
会
が
な
か
っ
た
方
に
立
ち

寄
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
催
し
や
さ

ま
ざ
ま
な
利
用
方
法
を
知
っ
て
も
ら

う
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
前
年
を
３・６
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま

し
た
が
、
普
及
率
は
引
き
続
き
高
い

水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
普
及
率
が
高
か
っ
た
50

代
以
下
の
年
代
に
加
え
、
60
代
以
上

も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
が
進
み
、

幅
広
い
年
代
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
が
浸
透
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
機
器
は
、
各
年
代
で
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
利
用
が
最
も
多
く
、
特

に
50
代
以
上
で
前
年
よ
り
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
代
を
問

わ
ず
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
気
軽
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が

え
ま
す
。

し
て
の
整
備
」
が
34
・
1
％
と
な
り
、

意
見
が
分
か
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

前
年
を
5
・
2
ポ
イ
ン
ト
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
代
別
で
は
、
30
歳
未
満
が
25
・

7
％
で
特
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

40
代
以
上
の
参
加
率
は
各
年
代
で
６

割
を
超
え
、
本
市
の
地
域
活
動
の
担

い
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を

図
る
た
め
に
、
現
在
の
活
動
の
中
心

と
な
っ
て
い
る
世
代
に
加
え
、
若
年

層
も
含
め
た
す
べ
て
の
世
代
が
参
加

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
す
る

こ
と
が
必
要
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

前
年
よ
り
10
・
7
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
、
す
べ
て
の
年
代
で
前
年
を
上
回

り
ま
し
た
。
特
に
30
歳
未
満
で
19
・

2
ポ
イ
ン
ト
、
60
代
で
11
・
7
ポ
イ

ン
ト
伸
び
て
お
り
、
男
女
比
は
、
男

性
が
53
・
5
％
、
女
性
が
53
・
2
％

　
前
年
よ
り
４・２
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

ま
し
た
が
、
不
便
を
感
じ
る
理
由
と

し
て
、「
バ
ス
や
鉄
道
の
運
行
本
数
が

少
な
い
」「
バ
ス
停
や
駅
ま
で
遠
い
」

と
い
っ
た
意
見
が
多
く
、
乗
り
換
え

の
不
便
さ
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
の
減
少
に
伴
い
運
行
本
数

を
削
減
し
て
き
た
経
緯
も
あ
り
、
増

便
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

予
約
型
デ
マ
ン
ド
運
行
や
地
域
主
体

の
乗
合
交
通
の
取
り
組
み
を
進
め
な

が
ら
、
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
で
の
距

離
が
遠
い
方
々
の
利
便
性
向
上
を
図

る
こ
と
が
必
要
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
再
編
や
交
通
需
要
に

基
づ
く
路
線
網
の
見
直
し
な
ど
に
よ

り
、
運
行
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も

に
、
公
共
交
通
を
必
要
と
す
る
方
へ

の
支
援
制
度
の
拡
充
や
啓
発
活
動
に

よ
り
市
民
の
関
心
を
高
め
、
地
域
に

必
要
な
公
共
交
通
を
維
持
し
て
い
き

ま
す
。

　

前
年
を
2
・
０
ポ
イ
ン
ト
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
以
降
、
継
続
し
て

50
％
以
上
を
保
っ
て
い
ま
す
が
、
年

代
別
で
は
30
代
や
40
代
で
3
ポ
イ
ン

ト
ほ
ど
改
善
し
た
も
の
の
、
依
然
と

し
て
30
代
か
ら
50
代
の
働
き
盛
り
世

代
の
割
合
が
50
％
を
下
回
っ
て
い
る

状
況
で
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
や
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
て
開
催

し
、
今
後
も
多
く
の
市
民
が
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
め
る
よ
う
、
啓
発
に
努
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

望
ま
し
い
学
校
規
模
に
統
合
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、「
や
む
を
得
な
い
」

と
の
回
答
が
74
・
7
％
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
。
小
規
模
で
の
き
め

細
か
い
指
導
な
ど
を
期
待
す
る
よ
り

も
、
複
式
学
級
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト

を
回
避
す
べ
き
と
い
う
意
向
が
反
映

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、再
編
方
法
に
つ
い
て
は
「
近

く
の
学
校
同
士
の
統
合
」
が
39
・
０
％
、

「
小
中
一
貫
校
、
義
務
教
育
学
校
と

　
前
年
を
３・２
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま

し
た
。
年
代
別
で
は
、
30
歳
未
満
が

11
・
４
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
30
代
か

ら
60
代
ま
で
が
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る

一
方
で
、
70
歳
以
上
で
は
24
・
４
ポ

イ
ン
ト
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
70

歳
以
上
の
マ
イ
ナ
ス
評
価
の
理
由
と

し
て
は
、
買
い
物
す
る
場
所
や
営
業

時
間
の
ほ
か
、
ま
ち
の
賑
わ
い
や
活

気
の
無
さ
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。「
駐
車
場
が
少
な
い
」「
公
共
交

通
機
関
が
不
便
」
と
い
っ
た
交
通
に

関
す
る
理
由
は
、
例
年
同
様
、
年
代

を
問
わ
ず
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
満
足
度
を
高
め
る

た
め
に
は
、
買
い
物
客
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
な
各
店
舗
の
魅
力

向
上
と
と
も
に
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の

改
善
が
必
要
と
捉
え
て
い
ま
す
。

で
同
じ
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

満
足
度
向
上
の
背
景
に
は
、
子
育

て
支
援
や
健
康
づ
く
り
な
ど
の
施
策

の
ほ
か
、
鹿
角
花
輪
駅
前
広
場
や
市

営
住
宅
の
整
備
、「
あ
ん
と
ら
あ
」
の

改
修
な
ど
、
計
画
的
な
社
会
基
盤
の

整
備
に
対
す
る
評
価
が
反
映
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

前
年
を
5
・
3
ポ
イ
ン
ト
上
回
り

ま
し
た
。
す
べ
て
の
地
区
で
前
年
を

上
回
り
、
花
輪
地
区
が
1
・
5
ポ
イ

ン
ト
、
十
和
田
地
区
が
11
・
6
ポ
イ

ン
ト
、
八
幡
平
地
区
が
2
・
3
ポ
イ

ン
ト
、
尾
去
沢
地
区
が
0
・
8
ポ
イ

ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

年
代
別
で
は
30
歳
未
満
が
5
・
9
ポ

イ
ン
ト
、
50
代
が
14
ポ
イ
ン
ト
、
60

代
が
8
・
8
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

愛
着
は
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
を
生

み
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
雰
囲
気
の

醸
成
や
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
の
礎

と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
鹿

角
ブ
ラ
ン
ド
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、

愛
着
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
満
足
度

公
共
交
通
に
不
便
を

感
じ
る
割
合

52.8％

男
女
の
地
位
が
平
等
で

あ
る
と
感
じ
て
い
る
割
合

26.7％

中
心
市
街
地
の
環
境
に

満
足
し
て
い
る
割
合

49.7％

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
者
の
割
合

74.3％

鹿
角
に
愛
着
を
感
じ

る
割
合

68.4％

住
み
ご
こ
ち
に
満
足

し
て
い
る
割
合

53.8％

社
会
活
動
・
地
域
活

動
の
参
加
割
合

60.0％

週
１
回
以
上
の
頻
度

で
運
動
す
る
割
合

52.2％

学
校
統
合
が
や
む
を
得

な
い
と
考
え
る
割
合

74.7％

１
年
間
に
コ
モ
ッ
セ

を
利
用
し
た
割
合

56.1％

１
年
間
で
芸
術
鑑
賞

に
親
し
ん
だ
割
合

39.0％

18.1％

令
和
２
年
度

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
公
表
し
ま
す
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市
の
施
策
に
つ
い
て

　

市
が
現
在
進
め
て
い
る
36
分
野
の

施
策
か
ら
、
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る

も
の
、
強
化
す
べ
き
も
の
を
５
つ
選

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る

　
と
感
じ
る
施
策

①
子
育
て
支
援
の
充
実

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加
え
、

保
育
料
の
負
担
軽
減
や
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
た
こ

と
で
満
足
度
が
上
昇
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
身
が
子
育

て
し
て
い
た
頃
と
比
較
し
て
、
現
在

の
ほ
う
が
支
援
が
手
厚
く
、
安
心
感

が
あ
る
と
い
っ
た
評
価
も
み
ら
れ
ま

し
た
。

②
高
齢
者
福
祉
の
充
実

　
介
護
予
防
施
設
の
整
備
が
充
実
し

て
い
る
こ
と
や
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
環
境
、
保
健
師
の
訪
問
活
動
な

ど
の
対
応
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
健
康
づ
く
り
の
推
進

　
定
期
的
な
健
診
の
実
施
と
と
も
に
、

対
象
者
へ
の
呼
び
か
け
や
案
内
が
丁

寧
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
ほ
か
、
フ

レ
イ
ル
予
防
や
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

④
観
光
の
振
興

　
ま
ち
の
玄
関
口
で
あ
る
鹿
角
花
輪

駅
前
や
、
道
の
駅
か
づ
の
「
あ
ん
と

ら
あ
」
の
整
備
に
着
手
し
、
賑
わ
い

の
創
出
を
図
っ
て
い
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
Ｄ
Ｍ

Ｏ
と
の
連
携
が
実
績
を
生
ん
で
い
る

こ
と
や
、
大
湯
環
状
列
石
の
世
界
遺

産
登
録
に
向
け
た
活
動
も
理
由
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑤
農
業
生
産
の
振
興

　

北
限
の
桃
や
枝
豆
、
か
づ
の
牛
な

ど
、
農
産
物
の
積
極
的
な
ブ
ラ
ン
ド

化
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
農
産
物
や
加
工
品
が
人
気

商
品
と
な
っ
て
お
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化

の
効
果
が
表
れ
て
い
る
と
の
声
も
あ

り
ま
し
た
。

④
雇
用
の
安
定

　
前
年
同
様
、
若
年
層
の
流
出
を
防

ぐ
た
め
に
、
若
者
の
働
く
場
の
確
保

や
賃
金
の
向
上
を
求
め
る
声
が
あ
り
、

こ
れ
ら
は
50
代
以
降
の
年
代
の
方
々

か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
30
代
か
ら
は
、
鹿
角
に
し

か
な
い
職
種
や
、
就
職
に
有
利
な
資

格
取
得
の
支
援
を
求
め
る
声
が
あ
り

ま
し
た
。

⑤
市
街
地
の
整
備

　

前
年
か
ら
重
要
度
の
順
位
が
２
つ

上
が
り
ま
し
た
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
や

空
き
家
の
解
消
の
ほ
か
、
商
店
街
で

は
駐
車
場
の
確
保
を
求
め
る
声
も
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
施

策
と
し
て
「
農
業
生
産
の
振
興
」
が

順
位
を
上
げ
た
ほ
か
は
、
前
年
と
ほ

ぼ
同
様
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
市

政
の
最
も
基
本
と
な
る
総
合
計
画
は
、

来
年
度
か
ら
新
し
い
第
７
次
の
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
よ
り
市
民
ニ
ー
ズ
を
深
く

分
析
し
、
戦
略
的
に
施
策
の
方
向
性

を
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

問 
政
策
企
画
課 

総
合
戦
略
室

 　
☎
30
‐
０
２
０
１

　
も
っ
と
力
を
入
れ
て
ほ

　
し
い
と
感
じ
る
施
策

①
地
域
医
療
体
制
の
充
実

　

今
回
は
女
性
に
限
ら
ず
、
男
性
か

ら
も
産
科
医
の
確
保
と
小
児
科
医
の

充
足
を
望
む
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
緊
急
時
の
対
応
や
地

域
医
療
の
将
来
を
不
安
に
思
う
と
の

意
見
が
あ
り
、
全
国
的
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
収
束
し

て
い
な
い
状
況
が
評
価
に
影
響
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
商
店
街
の
活
性
化

　

店
舗
の
少
な
さ
や
、
人
通
り
が
少

な
く
活
気
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
な

ど
が
主
な
理
由
と
し
て
挙
が
っ
て
い

ま
す
。
店
舗
の
閉
店
に
よ
っ
て
、
商

店
街
全
体
の
人
通
り
が
減
り
、
さ
ら

な
る
閉
店
が
続
く
負
の
連
鎖
に
な
ら

な
い
よ
う
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
学
校
教
育
の
充
実

　
前
年
か
ら
一
つ
上
が
り
ま
し
た
が
、

児
童
生
徒
の
将
来
の
夢
に
結
び
つ
く

よ
う
な
教
育
を
望
む
声
の
ほ
か
、
管

内
高
校
の
統
合
校
の
学
科
に
つ
い
て

多
様
化
を
望
む
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
満
足
度
に
つ
い
て

　
第
７
次
総
合
計
画
で
重
視
し

た
い
ま
ち
の
姿
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。（「
そ
う
思
う
」「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」

と
回
答
し
た
人
の
割
合
）

①
市
の
産
業
（
会
社
、
店
舗
、

農
業
な
ど
）
は
元
気
で
活
力

が
あ
る
と
思
う
…
19
・
５
％

②
心
身
と
も
に
健
康
に
暮
ら
せ

て
い
る
と
思
う
…
58
・
７
％

③
生
活
環
境
が
快
適
な
ま
ち
だ

と
思
う
…
49
・
７
％

④
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
だ
と
思
う
…
77
・
６
％

⑤
市
外
か
ら
人
が
訪
れ
た
く
な

る
魅
力
の
あ
る
ま
ち
だ
と
思

う
…
23
・
４
％

⑥
文
化
遺
産
が
豊
富
で
誇
れ
る

ま
ち
だ
と
思
う
…
51
・
３
％

⑦
自
分
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
て
い
る
と
思

う
…
59
・
８
％

　
９
月
下
旬
か
ら
、
上
記
日
程
で
検
診
車
が
巡

回
し
ま
す
。
お
住
い
の
地
区
に
関
わ
ら
ず
、
ど

の
会
場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
申
し
込
み

を
さ
れ
て
い
な
い
方
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
大
腸
が
ん
検
診
は
事
前
に
検
便
容
器
を
受
け

取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

❖
対
象　
40
歳
以
上
の
方

❖
持
ち
物　
健
康
保
険
証
、
検
診
料
金
、
２
日

分
の
便
（
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
る
方
の
み
）

❖
料
金　
肺
が
ん
検
診
５
０
０
円
、
大
腸
が
ん

検
診
８
０
０
円

※ 

51
～
60
歳
（
昭
和
35
年
4
月
２
日
～
昭
和
45

年
４
月
１
日
生
）
の
方
は
無
料
で
す
。

❖
注
意
事
項

・ 

検
便
の
提
出
は
、
代
理
の
方
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
黄
色
い
封
筒
（
裏
面
）
の
問
診
項
目
を

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

肺
が
ん
検
診
で
の
検
査
着
は
基
本
的
に
貸
し

出
し
ま
せ
ん
。
ボ
タ
ン
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
金
具
、
プ
リ
ン
ト
の
つ
い
て
い
な
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

❖
検
便
容
器
の
受
け
取
り

　
検
診
の
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、
６
月

に
検
便
容
器
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
検
便
容
器

を
な
く
さ
れ
た
方
や
検
診
を
申
込
ん
で
い
な
い

が
受
け
た
い
と
い
う
方
は
、
10
月
７
日
水
ま
で

に
、
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
や
市
役
所
各
支
所
で

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

地区 日にち 場所 受付時間

花輪

９月 24 日木

寺坂生活改善総合センター 10 時～ 10 時 20 分
新斗米会館 10 時 50 分～ 11 時 10 分
小坂自治会館 13 時～ 13 時 30 分
久保田自治会館 14 時～ 14 時 30 分

９月 25 日金

館集落センター 9 時 40 分～ 10 時
高市集落センター 10 時 30 分～ 10 時 50 分
乳牛自治会館 11 時 20 分～ 11 時 40 分
交流センター 13 時 30 分～ 15 時

十和田

10 月１日木

甚兵エ川原自治会館 9 時 40 分～ 10 時
瀬田石自治会館 10 時 30 分～ 10 時 50 分
中野自治会館 11 時 20 分～ 11 時 40 分
十和田市民センター 13 時 30 分～ 15 時

10 月２日金

陣場町内会館 9 時 40 分～ 10 時
関上自治会館 10 時 30 分～ 10 時 45 分
錦東会館 11 時 15 分～ 11 時 30 分
十和田市民センター 13 時 30 分～ 15 時

花輪

10 月５日🈷

小枝指地区多目的集会所 9 時 40 分～ 10 時
東町自治会館 10 時 30 分～ 10 時 50 分
大曲集落センター 11 時 20 分～ 11 時 40 分
コモッセ 13 時 30 分～ 15 時

10 月６日火
コモッセ（女性のみ） 9 時 40 分～ 11 時 30 分
コモッセ 13 時 30 分～ 15 時

10 月７日水

鶴田自治会館 10 時～ 10 時 20 分
小深田自治会館 10 時 50 分～ 11 時 10 分
下川原地域活動センター 13 時～ 13 時 20 分
高屋自治会館 13 時 50 分～ 14 時 10 分

胃
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
・

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

　
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
、
ま
た
は
申
し
込

ん
で
い
な
い
が
受
け
た
い
と
い
う
方
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

胃
が
ん
検
診

❖
期
間　
９
月
10
日
木
～
10
月
16
日
金

❖
対
象　
40
歳
以
上
の
方

❖
料
金　
１
５
０
０
円 

※
51
～
60
歳
は
無
料

前
立
腺
が
ん
検
診

❖
対
象　
50
歳
以
上
の
男
性

❖
料
金　
７
０
０
円

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

❖
対
象　
40
歳
以
上
で
１
度
も
市
の
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

❖
料
金　
40
歳
無
料
、
41
歳
以
上
８
０
０
円

前
立
腺
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
日
程

❖
受
付
時
間　
13
時
～
15
時

※
10
月
の
日
程
は
、
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

を
一
緒
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
に
ち

場
所

9
月
28
日
🈷

八
幡
平
市
民
セ
ン
タ
ー

９
月
29
日
火

交
流
セ
ン
タ
ー

10
月
1
日
木
、
2
日
金

十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー

10
月
5
日
🈷
、
6
日
火

コ
モ
ッ
セ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
受
診
の
際
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
体
温
が
37
・
5
度
以
上
の
方
や
体
調
不
良

の
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
ご
自
宅
で
体
調
を
確

認
し
て
か
ら
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

肺がん・大腸がん検診　日程

※ 10 月 8 日以降の日程は広報 10 月号に掲載します。

が
ん
検
診

が
ん
検
診
をを

受
け
ま
し
ょ
う

受
け
ま
し
ょ
う

問 すこやか子育て課 
    健康づくり班 ☎ 30-0119  

2020年 9月号11 KAZUNO CITY 2020年 9月号 10KAZUNO CITY
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行政 information

2020年 9月号13 KAZUNO CITY 2020年 9月号 12KAZUNO CITY

▶運動期間　9 月 21 日月～ 30 日水
歩行者の安全と自転車の安全利用の確保
　道路を安全に通行するためには、日頃から正し
い交通ルール・マナーを確認しておくことが大切
です。自転車走行の際には、傘差し運転、スマー
トフォンやイヤホンの使用などは危険ですのでや
めましょう。

高齢運転者などの安全運転の励行
　交通ルールを厳守し、歩行者やほかの車両に対
する「思いやり・ゆずり合い」の気持ちで運転し
ましょう。加齢などに伴う身体機能の変化により
安全な運転に不安のある方は運転免許証の自主返
納を検討しましょう。

夕暮れ時と夜間の交通事故防止、飲酒運転などの
危険運転の防止
　日没が早まるこれからの時期は、歩行者は明る
い服装や反射材の着用を心がけ、自転車や自動車
は早めにライトを点灯するなど、お互いに注意す
ることが大切です。
　また、飲酒運転・あおり運転は極めて悪質・危

農地の利用促進につなげるため、遊休農地の
実態把握、違反転用の発生防止・早期発見

など、農地利用の確認を行います。
　現在耕作していない農地 ( 遊休農地・不作付地 )
がある方は、草刈・耕起を行うなど、適正な農地
管理をお願いします。

▶実施期間　９月 30 日水まで
▶対象地　市内すべての農地
▶調査方法　農業委員、農地利用最適化推進委員
が巡回します。
※農地内に立ち入ることやお話をお伺いすること
がありますので、ご理解とご協力をお願いします。

問 農業委員会事務局（農業総合支援センター内）
    ☎ 30-0283

新型コロナウイルス感染拡大による影響で、
不安や疲れなどを感じている方が多いので

はないでしょうか。ストレス状態が長く続くと、
さまざまな変化があらわれることがあります。

　このようなストレス反応を誰に相談してよい
のか分からないときは次の
相談窓口をご利用ください。
相談はすべて無料です。

【テレフォン病院 24】
　24 時間 365 日、看護師などの医療スタッフ
といつでも電話で相談ができます。
☎ 0120- 9

きゅうでもいつでもください
5 9 -7

な や み
83

気持ちの変化…不安や緊張が強い、イライラする、
怒りっぽくなる、気分の浮き沈みが激しい、涙もろ
くなる、投げやりになる、誰とも話す気になれない
考え方の変化…考えがまとまらない、記憶力が低
下する、同じことをくり返し考える、皮肉っぽくな
る、悲観的な考え方になる
からだの変化…目まい、頭痛、肩こり、吐き気、腹痛、
食欲不振、過食、疲れやすい、眠れない、悪夢

【こころの個別相談】※要予約　☎ 30-0119
　臨床心理士が悩みをお聴きします。ご本人はも
ちろん、身近に悩みを抱えた人がいる方もご利用
ください。
※日時・会場は、平日 10 時～ 16 時の間で相談
者にあわせて調整します。（時間は 1 時間程度。）

【メール相談】
　「ファミリーケアネットワーク」にアクセスし、

「 9
きゅうでもいつでもください

5 9 7
な や み
83」を入力し、ログインします。

ページにあるメニューの下段
「ウェブ相談窓口」から、案内に
したがってご利用ください。

【ふれあいサロン】
　気軽に立ち寄り、ふれあいパートナー（傾聴ボ
ランティア）とリラックスした雰囲気で話ができ
ます。

問 すこやか子育て課 健康づくり班☎ 30-0119

険な犯罪です。飲酒運転は地域・職場・家庭で絶
対にさせない環境をつくりましょう。

横断歩行者の交通事故防止、横断歩道における歩
行者優先の徹底～歩行者ファースト意識の醸成～
　道路を横断するときは、横断歩道を渡りましょ
う。横断歩道以外の場所や走行車両の直前直後の
横断は危険です。運転者は横断歩道通過時の安全
確認と歩行者優先を徹底しましょう。
　
9 月 30 日は「交通事故死ゼロを目指す日」
　運転者も歩行者も交通安全を再確認し、悲しい
事故をなくしましょう。後部座席を含めた全ての
座席でシートベルトの着用を徹底しましょう。
　本市は 7 月 20 日をもって「交通死亡事故抑止
継続 730 日」を達成し、秋田県知事と秋田県警
察本部長から表彰を受けました。

問 市民共動課 環境生活班 ☎ 30-0224

※参加資格については、各種競技種目の実施要項
によって異なりますので、詳しくはお問い合わせ
ください。

問 鹿角市体育協会 ☎ 23-5850

みんなで確認

農地利用の総点検

9月 10日木は世界自殺予防デーです

市民のスポーツ活動を促進

秋の全国交通安全運動

農地パトロール（利用状況調査）

9 月 10 日木～ 16 日水は自殺予防週間

第 47 回鹿角市スポーツ大会

行政 information

子どもの発達や気になる行動への対応、就学
に関する相談などについて、保護者を対象

とした教育相談会を行います。

▶日時　10 月６日火 10 時～ 15 時
▶場所　交流センター
▶申し込み　９月１８日金までに、在籍する保育
園、幼稚園、小学校、中学校へお申し込みください。

問 教育センター ☎ 22-0257

　11 月３日火に予定していた鹿角音楽祭は、全
国的な新型コロナウイルス感染拡大を受け、中止
します。

問 総務学事課 学事指導班 ☎ 30-0291

子どもの発達や行動、就学に関する相談

新型コロナウイルス感染症拡大防止

就学や教育に関する相談会

鹿角音楽祭の中止

コミュニケーション能力の向上をテーマとし
たセミナーを開催します。

▶日時　10 月４日日 13 時 30 分～ 15 時 
▶場所　花輪市民センター 講堂（コモッセ内）
▶講師　岩瀬 浩介氏（株式会社ブラウブリッツ
秋田 代表取締役社長）
▶定員　50 人
▶申込方法　電話またはホームページからお申し
込みください。
▶申込締切　9 月 30 日水

問 政策企画課 政策推進班 ☎ 30-0205

市ホームページは
こちら

相手との良好な関係を築くために
コミュニケーション能力アップセミナー

日にち 場所 時間
毎月 8・18・28日 関善賑わい屋敷（花輪）

9時 30分～
11時 30分毎月 2・12・22日

※日曜は休み
多世代交流スペース
どまっこ（毛馬内）

種目 開催日 会場

野 球 9 月13 日日～
10 月 25 日日

城山野球場
毛馬内野球場

ソフト テ ニ ス 9 月 20 日日
10 月11日日

総合運動公園
テニスコート

バスケットボール 9 月 26 日土 セパーム（小坂町）

相 撲 9 月 27 日日 大湯相撲場

バレーボ ール 9 月 27 日日 記念スポーツセンター

バド ミ ント ン 10 月 4 日日 十和田市民センター
体育場

剣 道 11月15 日日 アメニティパーク
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けんこう information

　
秋
田
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
「
秋
田
県
‐
新
型
コ
ロ
ナ

パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
」
の
新
た
な
機
能
で

あ
る
「
秋
田
県
版
新
型
コ
ロ
ナ
安
心
シ
ス
テ

ム
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
に
掲

示
さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ

と
で
、
濃
厚
接
触
の
疑
い
や
、
ク
ラ
ス
タ
ー

の
発
生
が
確
認
さ
れ
た
場
合
な
ど
に
、
県
か

ら
必
要
な
情
報
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

通
知
し
ま
す
。

　
問 

秋
田
県 

保
健
・
疾
病
対
策
課 

    

☎
０
１
８
‐
８
６
０
‐
１
４
２
２

秋
田
県
版

新
型
コ
ロ
ナ
安
心
シ
ス
テ
ム

被
保
険
者
証
の
色
が
変
わ
り
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
は
10
月
１

日
か
ら
「
灰
色
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　
９
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
10
月
１

日
以
降
は
新
し
い
被
保
険
者
証
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　
有
効
期
限
が
切
れ
た
被
保
険
者
証
は
、
細

か
く
切
っ
て
破
棄
す
る
か
、
市
民
課
ま
た
は

各
支
所
ま
で
お
返
し
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
手
続
き
が
必
要
で
す

　　
該
当
す
る
方
は
、
国
保
に
加
入
し
て
い
る

世
帯
全
員
の
被
保
険
者
証
と
印
鑑
を
持
参

し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
加
入
日
以
降
は
、
国
保
の
被
保
険

者
証
は
使
え
ま
せ
ん

　
社
会
保
険
な
ど
の
加
入
者
で
国
保
の
被
保

険
者
証
が
届
い
た
方
は
、
国
保
を
脱
退
す
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。
ご
本
人
ま
た
は
ご
家

族
が
、
社
会
保
険
な
ど
の
被
保
険
者
証
（
国

保
を
脱
退
す
る
方
の
分
）
を
持
参
し
て
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
加
入
者
が
、
国
保
の
被
保
険
者

証
を
提
示
し
て
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合

は
、
保
険
者
負
担
分
（
か
か
っ
た
医
療
費
の

７
割
～
８
割
）
を
返
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

被
保
険
者
証
・
医
療
受
給
者
証
は
忘
れ
ず
に

病
院
に
提
示
し
ま
し
ょ
う

　
受
診
の
際
は
被
保
険
者
証
を
病
院
に
必
ず

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
種
医
療
受

給
者
証(

高
齢
受
給
者
証
・
福
祉
医
療
費
受

給
者
証
な
ど)

を
お
持
ち
の
方
も
同
様
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
提
示
が
な
い
場
合
、
医

療
費
の
請
求
が
適
切
に
行
わ
れ
ず
、
病
院
で

の
窓
口
負
担
が
増
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

領
収
書
は
き
ち
ん
と
保
管
し
ま
し
ょ
う

　

高
額
療
養
費
な
ど
の
国
保
給
付
の
申
請

に
、
医
療
機
関
や
薬
局
か
ら
の
領
収
書
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

市
民
課 
国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診
、
30
代
さ
ん

ま
る
健
診

❖
受
付
時
間　
18
時
～
19
時

❖
場
所　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー　

❖
対
象　

❖
持
ち
物　
被
保
険
者
証
、
受
診
券
、
自
己

負
担
金
（
国
保
・
後
期
高
齢
者
以
外
）

問 

す
こ
や
か
子
育
て
課 

健
康
づ
く
り
班

    

☎
30
‐
０
１
１
９

日
に
ち

健
診
名

9
月
15
日
火

30
代
さ
ん
ま
る
健
診

９
月
29
日
火

特
定
健
診

後
期
高
齢
者
健
診

30
代
さ
ん
ま
る
健
診

　
65
歳
を
迎
え
る
方
を
対
象
に
、
毎
月
説
明

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
以
外
の
方
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

❖
日
時　
９
月
18
日
金  

10
時
～
11
時

❖
場
所　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー 

団
体
活
動
室

※
次
の
方
は
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
症

状
に
よ
っ
て
は
参
加
を
お
断
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・発
熱
や
咳
な
ど
の
風
邪
症
状
が
あ
る
方
や
、

基
礎
疾
患
を
お
持
ち
で
、
感
染
リ
ス
ク
を
心

配
さ
れ
る
方

・
身
近
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
が
い
る
方

・
14
日
以
内
に
感
染
拡
大
し
て
い
る
地
域
へ

外
出
さ
れ
た
方

問 

あ
ん
し
ん
長
寿
課 

高
齢
者
支
援
班 

　

 

☎
30
‐
０
２
３
４

　
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。
参

加
希
望
の
方
は
、
市
民
課
国
保
医
療
班
に
前

日
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

無
料
託
児
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
4
日

前
ま
で
に
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
（
☎
30
‐

０
８
５
５
）
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
将
来
本
市
で
医
師
と
し
て
働
く
意
思
が
あ

る
方
を
対
象
に
、
修
学
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

❖
貸
与
条
件

貸
与
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

　
９
月
18
日
金
ま
で
に
「
修
学
資
金
貸
与
要

望
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
修
学
資
金
貸
与
要
望
書
」
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
福

祉
総
務
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
最
大
２
２
０
０
万
円
、
条
件
に
よ
り
返
済

免
除
の
場
合
あ
り

※
貸
与
の
決
定
は
、
医
学
部
に
合
格
後
と
な

り
ま
す
。

問 

福
祉
総
務
課 

総
務
企
画
班

    

☎
30
‐
０
２
３
３

日
時
／
場
所
／
持
ち
物
な
ど

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室

（
さ
ん
さ
ん
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
）

7
日
月
10
時
～
／
記
念
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料

浅
利
ゆ
み
先
生
の
健
康
体
操
教
室

（
ス
マ
イ
ル
教
室
）

8
日
火
13
時
30
分
～
／
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

／
水
分
補
給
の
飲
料

ゆ
っ
た
り
ヨ
ガ
教
室
（
く
び
れ
て
み
ヨ
ー
ガ
）

11
日
金
10
時
15
分
～
／
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー

（
コ
モ
ッ
セ
内
）
／
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
判

バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
飲
料

コ
コ
か
ら
体
操
教
室
（
華
美
会
）

11
日
金
10
時
～
／
大
湯
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー 

湯
都
里
／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲
料

リ
ズ
ム
運
動
教
室
（
ヘ
ル
ス
デ
ザ
イ
ン
）

23
日
水
10
時
～
／
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー
（
コ

モ
ッ
セ
内
）
／
運
動
ぐ
つ
、
水
分
補
給
の
飲

料ち
ょ
筋
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室（
ホ
リ
デ
ー
サ
ー
ク
ル
）

27
日
日
10
時
～
／
福
祉
プ
ラ
ザ
／
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
ま
た
は
大
判
バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の

飲
料

問 

市
民
課 

国
保
医
療
班 

☎
30
‐
０
２
２
２

9
月
の
健
康
教
室

介
護
保
険
制
度
説
明
会

市ホームページは
こちら

10
月
1
日
か
ら
の
新
し
い
国
保

被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す

9
月
の
集
団
健
診

９月の献血車訪問 認知症カフェ
日にち 受付時間 場所

４日金
９時～ 11時 15 分

鹿角市役所
12 時 30 分～ 13 時 30 分
14 時 20 分～ 15 時 20 分 秋田県信用組合花輪支店

25 日金

9 時～ 10 時 10 分 東日本高速道路㈱東北
支社十和田管理事務所

11時～ 12 時 東北電力㈱
鹿角電力センター

14 時～ 16 時 30 分 鹿角警察署

26 日土
9 時 30 分～11時 10 分 いとく鹿角ショッピング

センター12 時 30 分～ 15 時 30 分

＊輸血患者の副作用軽減につながりますので、400 ミリリッ
トル献血にご協力をお願いします。

医
師
修
学
資
金
貸
与
希
望
者 

募
集

①
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
と
き

②
市
外
へ
転
出
す
る
と
き

③
学
生
で
な
く
な
っ
た
と
き

④
社
会
保
険
な
ど
を
脱
退
し
た
と
き

⑤
世
帯
主
や
住
所
を
変
更
を
し
た
と
き

①
将
来
本
市
で
医
師
と
し
て
働
く
意
思
が
あ
る

こ
と

②
日
本
国
内
の
医
学
部
に
合
格
す
る
こ
と

③
次
の
条
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

・ 

本
市
に
住
民
登
録
（
３
年
以
上
）
し
て
い
る

・ 

３
親
等
以
内
の
親
族
が
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
、

ま
た
は
市
内
で
事
業
所
を
経
営
し
て
い
る

【
特
定
健
診
】

国
保
（
40
歳
以
上
）
の
方
お
よ
び
社
会
保
険

な
ど
の
加
入
者
で
受
診
券
を
お
持
ち
の
方

【
後
期
高
齢
者
健
診
】

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
方

【
30
代
さ
ん
ま
る
健
診
】

30
歳
～
39
歳
で
健
康
診
断
の
機
会
の
な
い
方

掲示された QR コードを
読み取る

新型コロナウイルス感染が
確認された場合

LINE アプリなどで QR コードを読
み取り、施設などを利用したことを
登録してください。

（※情報は県が管理します。）

同じ施設などの利用者に新型コロナウイル
スの感染が確認され、保健所が不特定の方
への感染の恐れが高いと判断した場合に対
象者に LINE メッセージでお知らせします。

秋田県
ホームページ　　

施設・店舗など 施設・店舗・イベントなど

利用者の感染が判明

イベント 保健所 秋田県

秋田県新型コロナ安心システム

問合わせ先

☎ 30-0103

☎ 23-2165

☎ 22-4080

☎ 25-8022

場所

道の駅おおゆ

社会福祉協議会

多世代交流スペース
まちっこ（花輪）

月山の郷（毛馬内）

日にち

4 日金
（毎月第１金曜日）

17 日木
（毎月第 3 木曜日）

18 日金
（毎月 18 日）

20 日日
（毎月第３日曜日）

名称

オレンジカフェ　
しゃべり～な

ぷら～っと
カフェ

まちっこカフェ

ほっとな茶屋　
月山の郷
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鹿
角
ロ
ボ
リ
ン
ピ
ッ
ク
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で

ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
そ
う
！
」

❖
日
時　
9
月
21
日
月
～
22
日
火 

10
時
～
15
時

❖
場
所　
記
念
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

❖
内
容　

【
午
前
】
初
級
編
：
車
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
ラ

イ
ン
ト
レ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
午
後
】
中
級
編
：
小
型
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た

飛
行
プ
ロ
グ
ラ
ム

❖
定
員　
各
回
30
人

※
２
日
間
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
。

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

問 

生
涯
学
習
課 
社
会
教
育
班

　

 

☎
30
‐
０
２
９
２ 
Ｆ
Ａ
Ｘ
： 

30
‐
１
１
４
０

　

 E-M
ail

：gakushu@
city.kazuno.lg.jp

　
書
籍
の
特
別
整
理
期
間
の
た
め
、
市
内
図
書

館
を
休
館
し
ま
す
。
一
方
の
図
書
館
の
休
館
中

は
、
他
館
の
貸
出
冊
数
を
無
制
限
に
し
ま
す
。

十
和
田
図
書
館

❖
休
館
期
間　
9
月
7
日
🈷
ま
で

花
輪
図
書
館

❖
休
館
期
間　
9
月
7
日
🈷
～
14
日
🈷

問 

十
和
田
図
書
館 

☎
35
‐
３
２
３
９

    

花
輪
図
書
館 

☎
23
‐
４
４
７
１

古
典
読
書
講
座

❖
日
時　
９
月
26
日
土 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

❖
内
容　
『
新
講
源
氏
物
語
』（
池い

け
だ田
亀き

か
ん鑑
著
） 

の
第
24
帖
「
胡こ

ち
ょ
う蝶
」
を
読
み
進
め
ま
す
。

❖
講
師　
小
田
島 

哲
夫
氏

ト
ワ
ダ
ッ
ク
の
わ
く
わ
く
土
曜
教
室

「
わ
く
わ
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

❖
日
時　
9
月
26
日
土 

8
時
40
分
～
11
時
30
分

❖
集
合
場
所　
十
和
田
図
書
館

❖
内
容　
大
湯
方
面
の
歴
史
や
文
化
財
を
見
学

す
る
移
動
教
室
で
す
。

❖
講
師　
三
上 

豊
氏
（
大
湯
郷
土
研
究
会
）

❖
対
象　
小
中
学
生
（
先
着
15
人
）

❖
持
ち
物　
マ
ス
ク
・
雨
具
・
飲
み
物
・
タ
オ

ル
・
筆
記
用
具
な
ど

問 

十
和
田
図
書
館 

☎
35
‐
３
２
３
９

子育て・学び information

よ
る
と
し
ょ

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス「
本
」を
書
こ
う
！

❖
日
時　
9
月
15
日
火 

19
時
～
20
時

❖
場
所　
花
輪
図
書
館
、
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー

研
修
室
（
コ
モ
ッ
セ
内
）

❖
内
容　
市
民
に
よ
る
リ
レ
ー
小
説
企
画

「
２
０
２
０
年　

は
な
わ
ん
こ
の
夏
や
す

み
」
が
、
一
冊
の
本
に
な
り
ま
し
た
。
開
館

を
延
長
し
て
お
披
露
目
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
お
話
は
、
花
輪
図
書
館
内
、
鹿
角
市
立
図

書
館F

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

acebook

、
鹿
角
市
生
涯
学
習
課

Y
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
公
開
中
で
す
。

古
文
書
読
み
方
講
座

❖
日
時　
９
月
17
日
木  
13
時
30
分
～
15
時

❖
場
所　
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 
第
２
会
議
室

（
コ
モ
ッ
セ
内
）

❖
内
容　

慶
応
四
年
、
戊
辰
戦
争
に
臨
む

使つ
か
い
む
し
ゃ

武
者
兼
御お

と
も
が
し
ら

供
頭
の
内
藤
調
一
の「
出
陣
日
記
」

や
、 

江
戸
時
代
後
期
の
「
尾
去
沢
銅
山
年
中
行

事
」（
阿
部
恭
助
著
）
か
ら
、
当
時
の
歴
史
や

出
来
事
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

❖
講
師　
柳
澤 

裕
子
氏

問 

花
輪
図
書
館 

☎
23
‐
４
４
７
１

子育て・学び information

歴
史
民
俗
資
料
館

十
和
田
図
書
館

わ
く
わ
く
土
曜
教
室SPECIA

L

第
2
弾

秋
の
声
か
け
運
動

一
斉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
９
月
７
日
🈷
は
「
声
か
け
運
動
」
の
日
で
す
。

登
校
中
の
子
ど
も
た
ち
に「
お
は
よ
う
」や「
気

を
つ
け
て
ね
」
な
ど
の
声
か
け
を
お
願
い
し
ま

す
。
春
季
休
業
明
け
４
月
と
夏
季
休
業
明
け
９

月
に
は
、
声
か
け
運
動
の
一
斉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

❖
日
時　
９
月
７
日
🈷 

７
時
15
分
～
８
時　

※
各
地
域
の
通
学
時
間
な
ど
に
合
わ
せ
て
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
班　

　

 

☎
30
‐
０
２
９
２

ノ
ー
ト
テ
イ
ク
術
講
座

❖
日
時　
9
月
20
日
日 

13
時
～
15
時

❖
場
所　
花
輪
市
民
セ
ン
タ
ー 

講
堂
（
コ
モ

ッ
セ
内
）

❖
内
容　
見
や
す
い
ノ
ー
ト
の
描
き
方
や
ま
と

め
方
を
学
び
ま
す
。

❖
講
師　
平
元 

美
沙
緒
氏

(A

あ
き
た

kitaG

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

raphicR

レ
コ
ー
ダ
ー
ズ

ecorders!)

❖
定
員　
40
人　

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問 

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
班

　

 

☎
30
‐
０
２
９
２ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
： 

30
‐
１
１
４
０

　

 E-M
ail

：gakushu@
city.kazuno.lg.jp

参加申し込みは
こちら

Youtube は
こちら

「
藍
染
の
型
紙
と
鹿
角
の
紺
屋
」

❖
期
間　
9
月
18
日
金
～
10
月
25
日
日

❖
内
容　
江
戸
時
代
中
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
、

花
輪
や
毛
馬
内
に
あ
っ
た
紺
屋
（
染
物
屋
）
に

つ
い
て
の
資
料
や
、
型
紙
50
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

型
紙
に
は
、
動
物
・

植
物
・
自
然
・
文
字
・

紋
様・器
物
（
扇
な
ど
）

と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
が
あ
り
、
着
物

な
ど
の
生
地
を
染
め
る

た
め
に
用
い
ら
れ
ま
し

た
。

問 

歴
史
民
俗
資
料
館 

☎
22
‐
７
２
８
８

湖
南
を
知
る
会

❖
日
時　
9
月
5
日
土 

13
時
30
分
～

❖
内
容　
明
治
23
年
～
明
治
24
年
、
湖
南
が
父

十じ
ゅ
う
わ
ん
湾
（
調
一
）
へ
宛
て
た
書
簡
の
解
読
を
し
ま

す
。
書
簡
に
は
、
湖
南
が
京
都
旅
行
か
ら
岡
崎

に
戻
り
、
回
想
し
た
寺
社
仏
閣
巡
り
の
模
様
が

綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

❖
講
師　
小
田
嶋 

隆
一
氏

問 

先
人
顕
彰
館 

☎
35
‐
５
２
５
０

あ
の
ね
の
日

　
保
健
師
や
栄
養
士
に
、
気
に
な
っ
て
い
る
事

や
心
配
事
な
ど
、
気
軽
に
「
あ
の
ね
…
」
と
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

❖
日
時　
9
月
3
日
木
（
保
健
師
・
栄
養
士
）

　
あ
か
ち
ゃ
い
く
る

　
あ
か
ち
ゃ
ん
用
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て

い
ま
す
。
肌
着
や
洋
服
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
ベ

ビ
ー
用
品
が
揃
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

❖
日
時　
9
月
3
日
木
、
24
日
木

　
奏
＆
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
の
日

　
楽
し
い
触
れ
合
い
遊
び
や
絵
本
の
紹
介
を
し

ま
す
。

❖
日
に
ち　
９
月
10
日
木　

ぺ
た
ぺ
た
の
日

　
「
視
覚
」「
聴
覚
」「
嗅
覚
」「
味
覚
」「
触
覚
」

の
五
感
を
た
く
さ
ん
刺
激
す
る
こ
と
で
、
豊
か

な
感
性
を
育
み
ま
す
。
今
回
は
、
お
も
ち
ゃ
作

り
と
手
作
り
お
も
ち
ゃ
で
遊
び
ま
す
。

❖
日
時　
９
月
17
日
木 

10
時
～
12
時

❖
場
所　
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

❖
対
象　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
と
そ
の
ご
家
族

❖
定
員　
10
組

❖
参
加
費　
無
料

※
要
申
込
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

み
ら
いD

E

あ
そ
ぼ
（
は
い
は
い
さ
ん
の
会
）

　
月
齢
に
あ
っ
た
遊
び
や
絵
本
、
手
作
り
お
も

ち
ゃ
の
紹
介
を
し
ま
す
。

❖
日
時　
９
月
24
日
木 

10
時
30
分
～
11
時
30
分

問 

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー 

☎
30
‐
０
８
５
５

福
祉
プ
ラ
ザ
臨
時
休
館

　
９
月
６
日
日
は
電
気
工
事
の
た
め
、
福
祉
プ

ラ
ザ
を
臨
時
休
館
し
ま
す
。

元
気
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
食
堂
in
十
和
田

　
調
理
ス
タ
ッ
フ
と
Ｊ
＆
Ｂ
の
会
メ
ン
バ
ー
が

子
ど
も
た
ち
に
料
理
を
振
る
舞
い
ま
す
。

❖
日
時　
９
月
９
日
水 

15
時
～
18
時

❖
場
所　
十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー

❖
対
象　
十
和
田
地
区
の
小
中
学
生

❖
参
加
費　
無
料

ふ
ら
っ
と
お
い
で
♭　
剣
道
に
挑
戦
!!

❖
日
時　
9
月
13
日
日 

10
時
～
12
時

❖
場
所　
児
童
セ
ン
タ
ー  

遊
戯
室

❖
内
容　
剣
道
体
験　
　
　
　
　
　
　
　

❖
講
師　
石
坂 

雄
太
氏

❖
対
象　
市
内
小
・
中
学
生

❖
定
員　
15
人

❖
参
加
費　
一
人
１
０
０
円

❖
持
ち
物　
マ
ス
ク
・
飲
み
物
・
汗
ふ
き
タ
オ
ル

※
要
申
込
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

問 

児
童
セ
ン
タ
ー 

☎
23
‐
７
１
８
０

❖場所　福祉保健センター
※会場ではお子さま（３歳以上）もマスクの着用をお願いします。また、対象日に参加が難
しい場合は、ご相談ください。お子さま１人につき、付き添いの方は１人でお願いします。
問 すこやか子育て課 健康づくり班 ☎ 30-0265

とき 内容 対象 受付開始
８日火 乳児相談（８～10か月児） 令和元年 11月生、12月生（全地区） 9時 45分
10日木 5歳児すくすく健康相談 保育園などから連絡があります。

１２時45分

16日水 3～ 4か月児健診 令和２年５月生（全地区）

17日木 １歳６か月児健診
平成 31年 1月生（八、尾、十、大・草）、平成
31年 2月生（花）

25日金 3歳児健診
平成 29 年 4 月生（八、尾、十、大・草）、平成 29
年 5月生（花）

29日火 乳児相談（4～5か月児） 令和２年４月生（全地区） 9時 45分

乳幼児の健診カレンダー乳幼児の健診カレンダー

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー

平
成
29
年
9
月
24
日
生
／
花
輪

父 

貴
志
さ
ん
・
母 

敬
子
さ
ん

お話上手でやんちゃな我が家の
アイドルじゅんじゅん♥
「大きくなったら一緒に野球しよ
うね！」by兄

菅
すがわら

原 隼
じゅんた

大くん　➌歳

児
童
セ
ン
タ
ー

花
輪
図
書
館

市
立
図
書
館 

臨
時
休
館

先
人
顕
彰
館

青海波に鯉の型紙

鹿
角
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
カ
レ
ッ
ジ



み
ん
な
の
情
報
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

原
稿
の
締
切
日
は
発
行
月
の
前
月
８
日
で
す
。

◎ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
で
も
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

政
策
企
画
課　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

30
‐
１
１
２
２

情
報
の
広
場

情
報
の
広
場

2020年 9月号19 KAZUNO CITY 2020年 9月号 18KAZUNO CITY

　

　　
市
で
は
、
市
内
の
空
き
家
や
空
き

地
を
貸
し
た
い
、
売
り
た
い
と
い
う

所
有
者
と
、
そ
れ
を
利
用
し
た
い
と

い
う
希
望
者
の
橋
渡
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
か
ら
、

空
き
家
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
多

く
あ
る
も
の
の
、
登
録
物
件
が
不
足

し
、
希
望
に
合
う
物
件
を
紹
介
す
る

こ
と
が
難
し
い
状
況
で
す
。

登
録
し
て
空
き
家
を
も
う
一
度
住
ま
い
へ

　
市
内
の
物
件
で
あ
れ
ば
、
現
在
市

内
に
居
住
し
て
い
な
い
方
で
も
登
録

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
古
い
家

だ
っ
た
り
、
家
財
道
具
が
残
っ
て
い

る
た
め
、
利
用
は
難
し
い
と
思
っ
て

い
る
方
で
も
、
ま
ず
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
政
策
企
画
課 

鹿
角
ラ
イ
フ
促
進
班 

☎
30
‐
０
２
０
８

　
新
婚
夫
婦
ま
た
は
結
婚
を
予
定
し

て
い
る
男
女
を
対
象
に
、
県
・
市
町

村
・
商
工
団
体
が
協
働
し
「
あ
き
た

結
婚
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

　
協
賛
店
に
お
い
て
「
あ
き
た
結
婚

応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
提
示
す
る
と
、

そ
の
お
店
が
独
自
に
設
定
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
：

・
結
婚
を
予
定
し
て
い
る
男
女

・
新
婚
夫
婦
（
平
成
31
年
４
月
１
日

以
降
に
婚
姻
届
を
提
出
）

申
請
方
法
：

①
婚
姻
届
提
出
時
に
窓
口
で
交
付
②

申
請
書
に
記
入
し
て
郵
送
ま
た
は
窓

口
に
て
交
付

※
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
県
ま
た
は
政
策
企
画
課
ま
で

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合

は
、
秋
田
県
次
世
代
・
女
性
活
躍
支

援
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
は
、
対
象
者
２
人
の
本
人

確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

協
賛
店
舗
募
集
中

　
本
事
業
に
協
賛
い
た
だ
け
る
店
舗

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
協
賛
の

申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
店
舗
に
は
、

協
賛
店
ス
テ
ッ
カ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
配

布
し
ま
す
。

問
政
策
企
画
課

政
策
推
進
班 

☎
30
‐
０
２
０
５

受
験
資
格
：
18
歳
以
上
21
歳
未
満
、

高
卒
者
（
見
込
含
む
）
ま
た
は
高
専

３
年
次
修
了
者
（
見
込
含
む
）

※
防
衛
大
学
校
推
薦
の
場
合
の
み
、

成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
な
ど
に

顕
著
な
実
績
を
修
め
、
学
校
長
が
推

薦
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と

防
衛
大
学
校

防
衛
医
科
大
学
校

問
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部 

大

館
出
張
所 

☎
０
１
８
６
‐
42
‐
１
３
９
８

日
時
：
9
月
27
日
日 

8
時　

※
小
雨
決
行

集
合
場
所：㈲
プ
レ・テ
ッ
ク
前
（
十

和
田
錦
木
字
前
谷
地
）

※
軍
手
・
タ
オ
ル
・
ゴ
ミ
袋
を
配
布

し
ま
す
。

申
込
方
法
：
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
左
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
：　
9
月
17
日
木

主
催
：
鹿
角
市
快
適
環
境
ま
ち
づ
く

り
市
民
会
議
（
事
務
局
：
市
民
共
動

課
）

問
市
民
共
動
課 

環
境
生
活
班 

☎
30
‐
０
２
２
４

日
時
：
9
月
6
日
日 

12
時
開
演
（
開

場
11
時
）

場
所
：
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ 

文
化
ホ
ー
ル

入
場
料
：
１
５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
：
コ
モ
ッ
セ
窓
口

※
全
席
自
由

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
座
席
数
に
制
限
が

あ
り
ま
す
。

問
明
扇
流
華
の
会
（
川
又
）

☎
０
９
０
‐
３
７
５
９
‐
４
７
４
４

舞
踊
公
演
会

高
速
道
路
走
行
時
に
は

全
座
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

初
級
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
養
成
講
習
会

あ
き
た
結
婚
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト

※９月 30 日水は国民健康保険税第３期の納期限です。

今月の相談日程

場
所
：
秋
田
県
心
身
障
害
者
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

対
象
：
令
和
2
年
4
月
1
日
現
在
18

歳
以
上
の
県
内
在
住
者
で
、
県
内
に

お
い
て
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

と
し
て
活
動
で
き
る
方

受
講
料
：
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
や
資
格
申
請
手
続
料

な
ど
は
別
途
徴
収

申
し
込
み
：
申
込
書
を
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
送
付

申
込
期
間
：
9
月
18
日
金
～
10
月
16
日
金

問
一
般
社
団
法
人
秋
田
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会

☎
０
１
８
‐
８
６
４
‐
２
７
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
１
８
‐
８
７
４
‐
９
４
６
７

受
験
資
格
：
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
令
和
３
年
３

月
31
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

ま
た
は
卒
業
し
て
３
年
以
内
の
方

受
付
期
間
：
９
月
24
日
木
ま
で

第
１
次
採
用
試
験
日
：
10
月
18
日
日

問
秋
田
県
信
用
保
証
協
会 

総
務
企
画
部

☎
０
１
８
‐
８
６
３
‐
９
０
１
１

募
集
期
間
：
９
月
23
日
水
ま
で
（
必

着
）

応
募
方
法
：
応
募
用
紙
、
ハ
ガ
キ
、

Ｅ
メ
ー
ル
、
応
募
専
用
フ
ォ
ー
ム

応
募
資
格
：
ど
な
た
で
も
応
募
で
き

ま
す
。
※
１
人
１
点

賞
品
：
最
優
秀
賞
１
人　

記
念
品
、

新
品
種
米
「
秋
系
８
２
１
」
20
㎏
、

開
館
記
念
事
業
フ
リ
ー
パ
ス

※
詳
し
く
は
募
集
要
項
や
秋
田
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
秋
田
県 

文
化
振
興
課

☎
０
１
８
‐
８
６
０
‐
１
５
２
９

E-m
ail

：bunka-seibi@
m

ail2.
pref.akita.jp

　
高
速
道
路
走
行
の
際
は
、
法
律
に

基
づ
き
、
運
転
手
・
助
手
席
だ
け
で

な
く
、
後
部
座
席
も
必
ず
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

６
歳
未
満
の
お
子
さ
ま
を
同
乗
さ
せ

る
場
合
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

使
用
も
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
東
日
本
高
速
道
路
㈱
東
北
支
社
十

和
田
管
理
事
務
所

☎
35
‐
３
３
０
０

訓
練
期
間
：
11
月
5
日
木
～
令
和
３

年
4
月
28
日
水
（
６
カ
月
）

訓
練
時
間
：
９
時
20
分
～
15
時
40
分

場
所：ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田（
潟

上
市
）

訓
練
科：金
属
加
工
技
術
科
（
10
人
）、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
科
（
15

人
）

募
集
期
間
：
9
月
30
日
水
ま
で

受
講
料
：
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担

応
募
資
格
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

申
込
さ
れ
た
方
で
、
新
た
な
技
術
・

技
能
を
身
に
付
け
て
再
就
職
を
希
望

さ
れ
る
方

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田 

受
講

者
第
一
係

☎
０
１
８
‐
８
７
３
‐
３
１
７
８

あ
き
た
芸
術
劇
場
の
愛
称
募
集

■ 出張年金相談（鷹巣年金事務所）
相談日：９月２日水、9 日水、16 日水、23 日水、
30 日水／相談場所：市役所第１・２会議室
／開設時間：9 時 30 分～12 時、13 時～15
時30 分 ※相談日の１カ月前から前日までに
鷹巣年金事務所への予約が必要です。基礎
年金番号のわかる年金手帳や年金証書を
ご準備の上、電話で予約してください。
問鷹巣年金事務所 お客様相談室
☎0186-62-1490

■無料総合相談（人権擁護委員・行政相談委員）
相談日：９月 8 日火／相談場所：市役所
第３会議室 ／開設時間：13 時 30 分～
16 時 ※予約は不要です。
問市民共動課 共動推進班 ☎ 30-0202

■無料土地・家屋相談（土地家屋調査士）
相談日：9 月15 日火／相談場所：交流セ
ンター ／受付時間：13 時 30 分～ 15 時
30 分 ※前日までに予約が必要です。
問消費生活センター ☎ 30-0258

■ 無料弁護士相談（秋田弁護士会）
①相談日：9 月 10 日木／相談場所：交
流センター／開設時間：13 時 30 分～
16 時／担当：川田 繁幸弁護士
②相談日：9 月 24 日木／相談場所：交
流センター／開設時間：13 時 30 分～
16 時／担当：熊谷 克史弁護士
※どちらも前日までに予約が必要です。
問消費生活センター ☎ 30-0258

収集日 地区 集積箱設置

９月13 日日 十和田

松山自治会館玄関脇／第 14 分団番屋脇（松ノ木）／錦木
地区市民センター玄関脇／ JA グリーンセンター十和田店
入口脇／十和田市民センター萱町側出入口／下芦名沢自治
会館玄関脇／柳沢商店脇（中滝）／箒畑自治会館玄関脇
／フォーラムゆぜ玄関脇／大湯地区市民センター体育館玄
関脇／ストーンサークル館事務所入口／草木地域活動セン
ター脇

９月20 日日

花 輪
菅原電気店舗脇／福祉保健センター第一駐車場車庫隣／ア
メニティ倶楽部ハウス東側駐車場脇／乳牛自治会館玄関脇
／交流センター玄関脇／旧アニモ A コープ柴平店玄関脇
／柴平地域活動センター玄関脇

八幡平
青沢商店自販機脇（坂比平）／谷内地区市民センター玄関
脇／湯瀬ふれあいセンター機械室入口／旧八幡平市民セン
ター玄関脇／大里自治会館玄関脇／長内集会施設前／松館
奈良商店三叉路ごみ集積所脇

尾去沢 尾去沢市民センター玄関脇／駒ヶ峯施設工業事業所玄関脇

▶ 出し方の注意点
❶テープなどでの巻き付けはしないでください。 
❷蛍光管を入れた箱や袋は持ち帰りください。 
❸事業所から排出されたものは対象外です。
❹電球やハロゲン球は不燃ごみに出してください。

問 鹿角広域行政組合
   ☎ 22-2611

秋の廃蛍光管収集
　集積箱設置場所は次のとおりです。朝 8 時 30 分までに出してください。

防
衛
大
学
校
・
防
衛
医
科

大
学
校
受
験
者
募
集

錦
木
バ
イ
パ
ス
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ

宅
地
・
建
物
デ
ー
タ
バ
ン
ク

～
移
住
者
が
求
め
る
空
き
家
が
不

足
し
て
い
ま
す
～

一
般

総
合
選
抜

推
薦

試
験
区
分

①
11
月
7
日
土
、
8
日
日

②
陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐
屯
地

③
10
月
22
日
木
ま
で

①
９
月
26
日
土 

②
陸
上
自
衛
隊
仙
台
駐
屯
地
近
傍

③
９
月
５
日
土
～
11
日
金

①
9
月
26
日
土
、
27
日
日

②
防
衛
大
学
校

③
９
月
５
日
土
～
11
日
金

①
試
験
日 

②
試
験
会
場

③
受
付
期
間

11
月
15
日
日

11
月
14
日
土

11
月
8
日
日

11
月
7
日
土

日
に
ち

9
時
～
13
時

9
時
～
16
時

9
時
～
16
時
15
分

8
時
45
分
～
16
時

時
間

 

看
護
学
科

 

医
学
科

学
科

①
10
月
17
日
土

②
陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐
屯
地

③
10
月
1
日
木
ま
で

①
10
月
24
日
土
・
25
日
日

②
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部

③
10
月
7
日
水
ま
で

①
試
験
日 

②
試
験
会
場

③
受
付
期
間

秋田県
ホームページ

秋田県
ホームページ

公
共
職
業
訓
練

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

秋
田
県
信
用
保
証
協
会

職
員
採
用
試
験 •現地確認

•物件調査依頼

•物件案内
•仲介、契約

•物件問い合わせ

借りたい人
買いたい人

•物件確認・調査
•仲介、契約

•物件登録

貸したい人
売りたい人

宅地建物取引業者
（市内不動産事業者 9 社）

鹿角市

データバンク

データバンク運営状況
▪登録物件　48 件

（土地 11 件、家屋 37 件）
▪成約件数
H27 年度　  6 件
H28 年度　10 件
H29 年度　15 件
H30 年度　18 件
R  元年度　10 件



世
界

遺
産

世界遺産登録に向けて 問 大湯ストーンサークル館　☎ 37-3822

遺
跡
の
魅
力
を
伝
え
る

遺
跡
の
魅
力
を
伝
え
る

　

大
湯
環
状
列
石
の
史
跡
ガ
イ
ド
を

　

大
湯
環
状
列
石
の
史
跡
ガ
イ
ド
を

行
っ
て
い
る
「
大
湯
Ｓ
Ｃ
の
会
」
は
、

行
っ
て
い
る
「
大
湯
Ｓ
Ｃ
の
会
」
は
、

２
０
１
９
年
７
月
に
、
前
身
と
な
る

２
０
１
９
年
７
月
に
、
前
身
と
な
る

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」
に
新

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」
に
新

た
に
新
会
員
を
加
え
た
市
民
有
志
に
よ

た
に
新
会
員
を
加
え
た
市
民
有
志
に
よ

り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
、
会
員
数

り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
、
会
員
数

1010
人
で
ス
タ
ー
ト
し
て
、
現
在
で
は

人
で
ス
タ
ー
ト
し
て
、
現
在
で
は
2626

人
ま
で
会
員
が
増
え
て
い
ま
す
。

人
ま
で
会
員
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
活
動
初
年
と
な
る
２
０
１
９
年
に
は

　
活
動
初
年
と
な
る
２
０
１
９
年
に
は

５
１
０
件
の
ガ
イ
ド
を
行
い
、
前
年
の

５
１
０
件
の
ガ
イ
ド
を
行
い
、
前
年
の

１
５
１
件
か
ら
大
幅
に
増
え
、
さ
ら
に

１
５
１
件
か
ら
大
幅
に
増
え
、
さ
ら
に

今
年
度
か
ら
は
市
の
共
動
パ
ー
ト
ナ
ー

今
年
度
か
ら
は
市
の
共
動
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館

と
し
て
、
大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館

に
常
駐
し
な
が
ら
、
史
跡
や
展
示
案
内

に
常
駐
し
な
が
ら
、
史
跡
や
展
示
案
内

の
ほ
か
、
窓
口
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

の
ほ
か
、
窓
口
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
で
は
、
今
後
も
研
修
な
ど
を
重
ね

　
会
で
は
、
今
後
も
研
修
な
ど
を
重
ね

て
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と

て
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と

も
に
、
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺

も
に
、
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺

跡
群
」
の
構
成
資
産
で
活
動
す
る
ガ
イ

跡
群
」
の
構
成
資
産
で
活
動
す
る
ガ
イ

ド
団
体
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
世

ド
団
体
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
世

界
文
化
遺
産
登
録
の
実
現
に
向
け
た
サ

界
文
化
遺
産
登
録
の
実
現
に
向
け
た
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
と
と
も
に
、
登
録
後
の

ポ
ー
ト
を
行
う
と
と
も
に
、
登
録
後
の

見
学
者
増
加
を
見
据
え
て
、
活
動
の
充

見
学
者
増
加
を
見
据
え
て
、
活
動
の
充

実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

大
湯
環
状
列
石

大
湯
環
状
列
石

～
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
～

～
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
～

史跡や館内のガイドを行う大湯 SCの会

神
社
や
お
寺
を
回
っ
た
り
、
初
め
て
の

神
社
や
お
寺
を
回
っ
た
り
、
初
め
て
の

座
禅
会
に
参
加
し
た
り
、
山
に
登
っ
た

座
禅
会
に
参
加
し
た
り
、
山
に
登
っ
た

り
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
焼
山
の
小

り
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
焼
山
の
小

屋
近
く
の
沼
の
風
景
は
感
動
的
で
し
た
。

屋
近
く
の
沼
の
風
景
は
感
動
的
で
し
た
。

冬
が
来
る
前
に
ま
た
行
き
た
い
と
思
い

冬
が
来
る
前
に
ま
た
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
ブ

ま
す
。
そ
し
て
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘
み
取
り
も
初
体
験
し

ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘
み
取
り
も
初
体
験
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
遠
く
に
行
か
ず
と

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
遠
く
に
行
か
ず
と

も
、
も
、
33
密
を
避
け
て
楽
し
め
ま
す
。

密
を
避
け
て
楽
し
め
ま
す
。

　
こ
の
調
子
で
、

　
こ
の
調
子
で
、
99
月
は
ど
ん
な
新
し

月
は
ど
ん
な
新
し

い
楽
し
み
を
発
見
で
き
る
か
楽
し
み
で

い
楽
し
み
を
発
見
で
き
る
か
楽
し
み
で

す
。
す
。

フェイスブック公開中。「鹿角ＣＩＲダンコー・アンドレア」で検索してください。  

※
「
ハ
イ
ラ
ー
」
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
「
頑
張
れ
」
の
意
味

※
「
ハ
イ
ラ
ー
」
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
「
頑
張
れ
」
の
意
味

鹿
角
で
の
２
年
を
振
り
返
る

鹿
角
で
の
２
年
を
振
り
返
る

　
７
月
ま
で
は
今
年
の
夏
は
な
ん
だ
か

　
７
月
ま
で
は
今
年
の
夏
は
な
ん
だ
か

涼
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
近

涼
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
近

所
の
田
ん
ぼ
か
ら
夕
日
を
な
が
め
て
い

所
の
田
ん
ぼ
か
ら
夕
日
を
な
が
め
て
い

る
と
き
に
は
長
袖
が
ほ
し
い
と
感
じ
ま

る
と
き
に
は
長
袖
が
ほ
し
い
と
感
じ
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
日
の
光
や
雲
を
撮
影

す
。
そ
れ
で
も
、
日
の
光
や
雲
を
撮
影

す
る
の
は
新
し
い
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

す
る
の
は
新
し
い
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　　
88
月
で
、
鹿
角
に
来
て
丸

月
で
、
鹿
角
に
来
て
丸
22
年
に
な

年
に
な

り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。
22
年
前
、
鹿
角
に
到
着
し

年
前
、
鹿
角
に
到
着
し

た
日
は
花
輪
ね
ぷ
た
の
日
で
し
た
。
当

た
日
は
花
輪
ね
ぷ
た
の
日
で
し
た
。
当

日
見
た
カ
ラ
フ
ル
な
出
店
と
サ
ン
サ
、

日
見
た
カ
ラ
フ
ル
な
出
店
と
サ
ン
サ
、

花
火
と
燃
え
る
王
将
の
す
べ
て
が
忘
れ

花
火
と
燃
え
る
王
将
の
す
べ
て
が
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
そ

ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
去
年
は
別
の
ね
ぷ
た
祭
り
を
見
に
、

し
て
去
年
は
別
の
ね
ぷ
た
祭
り
を
見
に
、

あ
ち
こ
ち
で
か
け
ま
し
た
。

あ
ち
こ
ち
で
か
け
ま
し
た
。
11
日
で
３

日
で
３

つ
の
ね
ぷ
た
祭
り
を
見
た
こ
と
も
あ
り

つ
の
ね
ぷ
た
祭
り
を
見
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し

ま
し
た
。
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し

た
。
来
年
は
花
輪
ね
ぷ
た
は
も
ち
ろ
ん
、

た
。
来
年
は
花
輪
ね
ぷ
た
は
も
ち
ろ
ん
、

ま
だ
見
た
こ
と
の
無
い
他
の
祭
り
も
見

ま
だ
見
た
こ
と
の
無
い
他
の
祭
り
も
見

ら
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

ら
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

　　
22
年
目
の
後
半
は
、
こ
ん
な
に
自
由

年
目
の
後
半
は
、
こ
ん
な
に
自
由

に
行
き
来
で
き
な
い
年
に
な
る
と
は
夢

に
行
き
来
で
き
な
い
年
に
な
る
と
は
夢

に
も
思
わ
な
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
代

に
も
思
わ
な
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
代

わ
り
に
、
市
内
の
建
築
物
や
数
多
く
の

わ
り
に
、
市
内
の
建
築
物
や
数
多
く
の

山
、
花
、
野
菜
、
果
物
な
ど
の
成
長
状

山
、
花
、
野
菜
、
果
物
な
ど
の
成
長
状

態
を
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
ゆ
っ
く
り
と

態
を
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
ゆ
っ
く
り
と

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
市
内
の

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
市
内
の

国
際
交
流
員
ダ
ン
コ
ー
・
ア
ン
ド
レ
ア
さ
ん
の

国
際
交
流
員
ダ
ン
コ
ー
・
ア
ン
ド
レ
ア
さ
ん
の

Ｈ
Ａ
Ｊ
Ｒ

Ｈ
Ａ
Ｊ
Ｒ
ÁÁ  

Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
！

Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
！

ハ

イ

ラ

ー

ハ

イ

ラ

ー

中央ヨーロッパに位置し、オーストリア・スロベニア・スロバキア・ウクライナ・ルーマニア・セルビア・クロアチアに囲まれた内陸国「ハンガリー」

イタリア

ドイツ
ポーランド

ウクライナ

ルーマニア

フランス

　
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会
は
、

世
界
保
健
機
関
（W

HO

）
と
共
同

で
毎
年
9
月
21
日
を
「
世
界
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
と
制
定
し
、
こ
の

日
を
中
心
に
認
知
症
に
つ
い
て
広
く

伝
え
る
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
9
月
を
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
月
間
」
と
定
め
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
月
間
に
認
知
症
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

認
知
症
に
つ
い
て
気
に
な
っ
た
ら

①
認
知
症
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

②
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

❖
日
時
／
場
所
：
①
９
月
９
日
水 

10
時
～
11
時
30
分
／
八
幡
平
市
民
セ

ン
タ
ー
、
②
10
月
14
日
水 

10
時
～

11
時
30
分
／
十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー 

視
聴
覚
室

※
参
加
は
無
料
で
す
。

９
月
21
日
は

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

問 あんしん長寿課 介護予防班　☎ 30-0103

認
知
症
市
民
セ
ミ
ナ
ー

認
知
症
市
民
セ
ミ
ナ
ー

❖
日
に
ち
：
10
月
10
日
土

❖
場
所
：
文
化
の
杜
交
流
館
コ
モ
ッ
セ

※
参
加
は
無
料
で
す
。

第
１
部

第
１
部

本
人
「
独
り
じ
ゃ
無
理
で
す
！
」
家
族
「
一

人
じ
ゃ
無
理
で
す
！
」
認
知
症
を
ジ
ブ
ン
ゴ

ト
と
し
て
考
え
る
講
演
会

❖
時
間
：
13
時
～
15
時

❖
会
場
：
文
化
ホ
ー
ル

❖
講
師
：
紺
野 

敏
昭
氏
（
こ
ん
の
神
経
内

科
・
脳
神
経
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

❖
定
員
：
市
内
在
住
の
2
０
０
人
（
先
着
順
）

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
あ
ん
し
ん
長
寿

課
・
各
支
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

第
２
部

第
２
部

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
し
ゃ
べ
り
～
な

　
認
知
症
に
つ
い
て
知
る
・
学
ぶ
・
考
え
る

こ
と
が
で
き
、
介
護
や
福
祉
の
相
談
も
で
き

ま
す
。

❖
時
間
：
15
時
15
分
～
16
時
15
分

❖
会
場
：
こ
も
れ
び
広
場

※
申
し
込
み
不
要
で
、
第
２
部
の
み
の
参
加

も
可
能
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

９
月
21
日
は

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

宝
く
じ
助
成
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
八
幡
平
の
大
里
自
治
会
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
自
治

会
館
の
テ
ー
ブ
ル
や
エ
ア
コ
ン
な
ど

の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
備
品
の
購
入
に
よ
り
、
自
治
会
館

の
機
能
性
が
高
ま
り
、
大
日
堂
舞
楽

の
練
習
な
ど
自
治
会
館
を
使
用
し
た

活
動
や
交
流
の
機
会
が
増
え
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
「
一
般
財
団
法
人 

自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
」
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
充
実
・
強
化
の
た
め
の
助
成

を
行
い
、
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展

と
住
民
福
祉
の
向

上
に
寄
与
す
る
事

業
で
す
。

助
成
事
業
の
活
用
に
つ
い
て

　
助
成
事
業
の
活
用
を
希
望
す
る
自

治
会
は
、
市
民
共
動
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

❖
申
請
締
切　
９
月
11
日
金
ま
で

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品

・
集
会
施
設
の
整
備

・ 

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
、

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
な
ど
の
事
業　
な
ど

問
市
民
共
動
課 

共
動
推
進
班

☎
30
‐
０
２
０
２

助
成
対
象

助
成
対
象

整備した備品　テーブル・エアコン
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9 月の行事予定（在宅当番医）
カ
レ
ン
ダ
ー
下
部
「
在
宅
当
番
医
」
の
診
察
時
間
：
月
曜
か
ら
金
曜
は
17
時
～
20
時
、
土
曜
は
14
時
～
17
時
、
日
曜
祝
日
は
８
時
30
分
～
17
時

※
か
づ
の
厚
生
病
院
の
入
り
口
は
「
救
急
入
口
」
に
な
り
ま
す
。

日 Sunday 月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday
1 2 3 4 5

三ヶ田医院
☎ 31-1231

大湯リハビリ病院
☎ 37－3511

なかのクリニック
☎ 22-7335

いけがみクリニック
☎ 30-0111

福永医院
☎ 35-3117

6 7 8 9 10 11 12

本田医院
☎ 35-3002

長橋医院
☎ 23-7612

大里医院
☎ 22-1251

鹿角中央病院
☎ 23-4131

大湯リハビリ病院
☎ 37－3511

三ヶ田医院
☎ 31-1231

小坂町診療所
☎29-5500

13 14 15 16 17 18 19

かづの厚生病院
☎ 23-2111

いけがみクリニック
☎ 30-0111

笹村整形外科
☎ 30-0035

長橋医院
☎ 23-7612

なかのクリニック
☎ 22-7335

本田医院
☎ 35-3002

鹿角中央病院
☎ 23-4131

20 21 敬老の日 22 秋分の日 23 24 25 26

大里医院
☎ 22-1251

笹村整形外科
☎ 30-0035

小坂町診療所
☎29-5500

大里医院
☎ 22-1251

本田医院
☎ 35-3002

福永医院
☎ 35-3117

大湯リハビリ病院
☎ 37－3511

27 28 29 30

かづの厚生病院
☎ 23-2111

長橋医院
☎ 23-7612

小坂町診療所
☎29-5500

三ヶ田医院
☎ 31-1231

栗が実る季節に読む。今月の新刊。今月の新刊。

　お風呂が大好きな
赤 オ ニ は、 今 日 は
チョイと気分をかえ
て、人間たちのお風
呂に行きました。そ
こでどんな騒ぎが巻
き起こるのか。（花
輪）

　終末医療に取り組
むベテラン看護師の
友人に、末期癌が見
つかった。多くの方
の最期に寄り添って
きた友人は、自身の
命の終わりにどのよ
うに向き合うのか。

（花輪）

　地震、天候の急変、
火災、風水害。危険
なシーンごとに、命
を守るためにどう行
動すべきかをわか
りやすく解説した、
とっさの行動マニュ
アル。（十和田）

　誰もが習ってきた
「文章の読み方」。し
かし、それでは読め
なかったり読み切れ
ない文章がある。作
家の高橋源一郎と

「読む」ことの基本
を学びなおす 1 冊。

（十和田）

オニのふろめぐり
岡田 よしたか　著（小学館）

エンド・オブ・ライフ
佐  々涼子　著（集英社インターナショナル）

そのとき、どうする？
甘中 繁雄　監修（大和書房）

「読む」って、どんなこと？
高橋 源一郎　著 （NHK 出版）

黄色い「かづの号」が走る
≪今月の移動図書館巡回日≫
○毛馬内コース
　8日火・22日火
○大湯①コース
　10日木・24日木
○大湯②コース
　11日金・25日金
○八幡平コース
　15 日火・29 日火
○花輪コース
　17日木
○尾去沢コース
　18日金

問問  花輪図書館（コモッセ内）☎23花輪図書館（コモッセ内）☎23－－44714471
　　　　　　 十和田図書館 ☎35　　　　　　 十和田図書館 ☎35－－32393239

人口と世帯（令和２年 7 月末現在）

男性：14,186 人
合計：30,012 人

（12,878 世帯）
女性：15,826 人

シル
バーリハビリ体操シル
バーリハビリ体操

住民
主体型

介護予防　みんなで広めよう

　道具を使わず、いつでも、どこでも、ひと
りでもできる介護予防体操・シルバーリハビ
リ体操を紹介します。

問 あんしん長寿課 
    介護予防班
　 ☎ 30-0103

モ
デ
ル
： 

山
崎 

ヨ
シ
ノ
さ
ん

（
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
２
級

指
導
士
）

手
順

●
イ
ス
に
浅
く
座
り
、
右
足
を
前

に
伸
ば
し
ま
す
。

●
膝
が
外
に
開
か
な
い
よ
う
に
左

手
で
右
膝
の
外
側
を
軽
く
押
さ

え
ま
す

●
右
手
を
右
膝
の
上
に
置
き
ま
す
。

●
右
手
を
つ
ま
先
に
向
か
っ
て
滑

ら
す
よ
う
に
し
な
が
ら
体
を
前

に
倒
し
て
い
き
ま
す
。

●
呼
吸
は
楽
に
し
て
、
15
秒
～
20

秒
ぐ
ら
い
そ
の
姿
勢
を
保
ち
ま

す
。

●
反
対
側
も
同
様
に
行
い
ま
す
。

太
も
も
裏
側
の
ス
ト
レ
ッ
チ
・
腰
痛
予
防

片
足
伸
ば
し

　
飼
い
主
に
と
っ
て
、
ペ
ッ
ト
は
大
変

可
愛
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
せ
っ
か

く
可
愛
が
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
も
、
飼
い

主
の
マ
ナ
ー
や
し
つ
け
が
悪
け
れ
ば
、

周
囲
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
中
に
は
犬
や
猫
が
苦
手
な
人

も
い
ま
す
の
で
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
、
配
慮
が
必
要
で
す
。

猫
を
飼
う
と
き
の
マ
ナ
ー

猫
を
飼
う
と
き
の
マ
ナ
ー

・
猫
は
屋
内
で
飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
放
し
飼
い
を
し
て
い
る
人
も
い

ま
す
が
、
飼
い
主
の
目
の
届
か
な
い

と
こ
ろ
で
、
公
共
の
場
所
や
他
人
の

土
地
な
ど
を
排
泄
物
で
汚
し
て
い
た

り
、
交
通
事
故
や
猫
同
士
の
け
ん
か

に
よ
る
病
気
の
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

・
野
良
猫
に
は
餌
を
与
え
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
野
良
猫
が
増
え
る
と
、

ふ
ん
尿
、
い
た
ず
ら
、
鳴
き
声
な
ど

で
周
囲
に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

マナーを守って快適なくらし

飼
い
主
の
マ
ナ
ー 

守
っ
て
い
ま
す
か
？

問問 市民共動課 環境生活班 ☎ 30-0224

※マスクと水分補給用の飲み物をご準備ください。体調が悪い
場合は参加をお控えください。

今月のシルリハ体操教室
❖時間　13時30分～14時30分

日にち 場所
3 日木、17 日木 福祉保健センター
4 日金　　　 　  大湯温泉保養センター 湯都里
7 日🈷、17 日木 尾去沢市民センター
8 日火、22 日火 十和田市民センター

10 日木、24 日木 八幡平市民センター

・頭を下げるのではなく、
おへそを太ももに付ける
ような気持ちで体を倒し
ていきましょう！

ここがポイントここがポイント
■無料弁護士相談

■無料弁護士相談

■無料総合相談

■無料土地・家屋相談

■出張年金相談

■出張年金相談

■出張年金相談

■出張年金相談

■出張年金相談

■シルリハ体操教室
十和田市民センター

■シルリハ体操教室
十和田市民センター

■シルリハ体操教室
福祉保健センター

■シルリハ体操教室
湯都里

■シルリハ体操教室
八幡平市民センター

■シルリハ体操教室
八幡平市民センター

■シルリハ体操教室
福祉保健センター
尾去沢市民センター

■シルリハ体操教室
尾去沢市民センター

①②③

体
操
を
動
画
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

市議会 9 月定例会
▶日程　4 日金本会議（開会）、14 日🈷～ 15 日火一
般質問、16 日水～ 17 日木常任委員会、25 日金本会
議（閉会）
※都合により変更になる場合があります。
問 議会事務局 ☎ 30-0280

犬
を
飼
う
と
き
の
マ
ナ
ー

犬
を
飼
う
と
き
の
マ
ナ
ー

・
散
歩
の
と
き
に
は
必
ず
リ
ー
ド
を
付

け
ま
し
ょ
う
。
絶
対
に
放
し
飼
い
は

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
伸
縮
が
効
く
リ
ー
ド
は
、
他
人
に
迷

惑
が
か
か
る
所
で
は
伸
ば
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

・
夜
中
や
早
朝
の
鳴
き
声
は
、
近
所
の

人
に
と
っ
て
大
変
迷
惑
で
す
。
節
度

あ
る
し
つ
け
が
大
切
で
す
。

・
ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
犬

が
ふ
ん
を
し
た
場
合
の
後
始
末
は
飼

い
主
の
責
任
で
す
。

　
県
で
は
空
き
缶
や
紙
く
ず
と
同
様
、

犬
の
ふ
ん
の
ポ
イ
捨
て
も
禁
止
し
て
い

ま
す
。（
２
万
円
以
下
の
過
料
）

生
後
生
後
9090
日
を
経
過
し
た
犬
を
飼

日
を
経
過
し
た
犬
を
飼

う
場
合
う
場
合

　
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

が
法
律
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
総
務
課 

総
務
企
画
班

☎
30
‐
０
２
３
３
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こ
の
冊
子
は
環
境
に
配
慮
し
、

再
生
紙
お
よ
び
植
物
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ライファかづの


